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(57)【要約】

【課題】

機器又はロボット装置から対話相手までの距離によっ

ては、機器又はロボット装置の発話が対話相手に聞き取

り難い場合があった。

【解決手段】

機器又はロボット装置とユーザと間の距離に応じて、

ユーザとの対話時における機器又はロボット装置の発話

形態を必要に応じて変更させるようにしたことにより、

常にユーザに聞き取り易い発話形態で発話することがで

きるため、ユーザとスムーズな対話を行うことができ、

かくしてエンターテインメント性を向上させ得る発話制

御装置及び方法並びにロボット装置を実現できる。

【選択図】　　　　図１３

EXHIBIT A
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 ユ ー ザ と の 対 話 機 能 を 有 す る 機 器 と 上 記 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 当 該 機 器 の 発 話 を 制

御 す る 発 話 制 御 装 置 に お い て 、

　 上 記 機 器 及 び 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ 間 の 距 離 を 検 出 す る 距 離 検 出 手 段 と 、

　 上 記 距 離 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 上 記 機 器 及 び 上 記 ユ ー ザ 間 の 上 記 距 離 に 応 じ て 、 上

記 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 上 記 機 器 の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 さ せ る 発 話 形 態 変 更

手 段 と

　 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 音 量 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 ス ピ ー ド を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 文 節 間 の 間 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 上 記 機 器 が 発 話 す べ き 内 容 に 応 じ た 文 字 列 を 出 力 す る 文 字 列 出 力 手 段 と 、

　 上 記 文 字 列 に 応 じ た 合 成 音 声 の 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 手 段 と 、

　 上 記 音 声 信 号 に 基 づ く 音 声 を 出 力 す る ス ピ ー カ と

　 を 具 え 、

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 文 節 間 の 間 を 変 更 す る 手 法 と し て 、 上 記 文 字 列 出 力 手 段 か ら 出 力 さ れ た 上 記 文 字 列

を 変 形 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 記 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ を 特 定 す る ユ ー ザ 特 定 手 段 と 、

　 上 記 ユ ー ザ ご と の 基 準 音 量 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、

　 対 話 時 に お け る 上 記 ユ ー ザ か ら の 要 求 に 応 じ て 上 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 当 該 ユ ー ザ の

上 記 基 準 音 量 を 変 更 す る 基 準 音 量 変 更 手 段 と

　 を 具 え 、

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 基 準 音 量 変 更 手 段 に 記 憶 さ れ た 上 記 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ の 上 記 基 準 音 量 を 基 準 と

し て 、 上 記 発 話 音 量 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 変 更 後 の 上 記 発 話 音 量 が 所 定 の 閾 値 を 超 え る 場 合 に は 、 他 の 発 話 形 態 を 最 大 量 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 話 制 御 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 ユ ー ザ と の 対 話 機 能 を 有 す る 機 器 と 上 記 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 当 該 機 器 の 発 話 を 制
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御 す る 発 話 制 御 方 法 に お い て 、

　 上 記 機 器 及 び 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ 間 の 距 離 を 検 出 す る 第 １ の ス テ ッ プ と 、

　 検 出 し た 上 記 機 器 及 び 上 記 ユ ー ザ 間 の 上 記 距 離 に 応 じ て 、 上 記 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け

る 上 記 機 器 の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 第 ２ の ス テ ッ プ と

　 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 音 量 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 ス ピ ー ド を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 文 節 間 の 間 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ は 、

　 上 記 機 器 が 発 話 す べ き 内 容 に 応 じ た 文 字 列 を 出 力 す る 文 字 列 出 力 ス テ ッ プ と 、

　 上 記 文 字 列 に 応 じ た 合 成 音 声 の 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 生 成 ス テ ッ プ と 、

　 上 記 音 声 信 号 に 基 づ く 音 声 を 出 力 す る 音 声 出 力 ス テ ッ プ と

　 を 具 え 、

　 上 記 音 声 生 成 ス テ ッ プ で は 、

　 上 記 発 話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 更 す る 手 法 と し て 、 出 力 し た 上 記 文 字 列 を 変 形 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 上 記 ユ ー ザ ご と の 基 準 音 量 を 記 憶 す る 記 憶 ス テ ッ プ と 、

　 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ を 特 定 す る ユ ー ザ 特 定 ス テ ッ プ と 、

　 対 話 時 に お け る 上 記 ユ ー ザ か ら の 要 求 に 応 じ て 記 憶 し た 当 該 ユ ー ザ の 上 記 基 準 音 量 を 変

更 す る 基 準 音 量 変 更 ス テ ッ プ と

　 を 具 え 、

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 記 憶 し た 上 記 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ の 上 記 基 準 音 量 を 基 準 と し て 、 上 記 発 話 音 量 を 変 更

す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 上 記 第 ２ の ス テ ッ プ で は 、

　 変 更 後 の 上 記 発 話 音 量 が 所 定 の 閾 値 を 超 え る 場 合 に は 、 他 の 発 話 形 態 を 最 大 量 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 話 制 御 方 法 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 ユ ー ザ と の 対 話 機 能 を 有 す る ロ ボ ッ ト 装 置 に お い て 、

　 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ ま で の 距 離 を 検 出 す る 距 離 検 出 手 段 と 、

　 上 記 距 離 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 上 記 ユ ー ザ ま で の 上 記 距 離 に 応 じ て 、 上 記 ユ ー ザ と

の 対 話 時 に お け る 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 発 話 形 態 変 更 手 段 と

　 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト 装 置 。
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【 請 求 項 １ ８ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 音 量 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 ス ピ ー ド を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 発 話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 上 記 ロ ボ ッ ト 装 置 が 発 話 す べ き 内 容 に 応 じ た 文 字 列 を 出 力 す る 文 字 列 出 力 手 段 と 、

　 上 記 文 字 列 に 応 じ た 合 成 音 声 の 音 声 信 号 を 生 成 す る 音 声 手 段 と 、

　 上 記 音 声 信 号 に 基 づ く 音 声 を 出 力 す る ス ピ ー カ と

　 を 具 え 、

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 更 す る 手 法 と し て 、 上 記 文 字 列 出 力 手 段 か ら 出 力 さ れ

た 上 記 文 字 列 を 変 形 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 ２ ２ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 発 話 形 態 と し て 、 文 節 間 の 間 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 ２ ３ 】

　 上 記 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ を 特 定 す る ユ ー ザ 特 定 手 段 と 、

　 上 記 ユ ー ザ ご と の 基 準 音 量 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、

　 対 話 時 に お け る 上 記 ユ ー ザ か ら の 要 求 に 応 じ て 上 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た 当 該 ユ ー ザ の

上 記 基 準 音 量 を 変 更 す る 基 準 音 量 変 更 手 段 と

　 を 具 え 、

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 上 記 基 準 音 量 変 更 手 段 に 記 憶 さ れ た 上 記 対 話 相 手 の 上 記 ユ ー ザ の 上 記 基 準 音 量 を 基 準 と

し て 、 上 記 発 話 音 量 を 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 請 求 項 ２ ４ 】

　 上 記 発 話 形 態 変 更 手 段 は 、

　 変 更 後 の 上 記 発 話 音 量 が 所 定 の 閾 値 を 超 え る 場 合 に は 、 他 の 発 話 形 態 を 最 大 量 変 更 す る

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 発 話 制 御 装 置 及 び 方 法 並 び に ロ ボ ッ ト 装 置 に 関 し 、 例 え ば イ ン タ ー テ イ ン メ

イ ン ト ロ ボ ッ ト に 適 用 し て 好 適 な も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 多 く の 企 業 や 大 学 等 の 研 究 機 関 に お い て ヒ ュ ー マ ノ イ ド 型 ロ ボ ッ ト の 開 発 が 進 め

ら れ て い る 。 か か る ヒ ュ ー マ ノ イ ド 型 ロ ボ ッ ト は 、 Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupled Device） カ

メ ラ 、 マ イ ク ロ ホ ン 及 び タ ッ チ セ ン サ 等 の 外 部 セ ン サ と 、 バ ッ テ リ セ ン サ 及 び 加 速 度 セ ン

サ 等 の 内 部 セ ン サ と が 搭 載 さ れ 、 こ れ ら 外 部 セ ン サ 及 び 内 部 セ ン サ の 出 力 に 基 づ い て 外 部
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及 び 内 部 の 状 態 を 認 識 し 、 認 識 結 果 に 基 づ い て 自 律 的 に 行 動 し 得 る よ う に な さ れ た も の で

あ る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 近 年 で は 、 音 声 認 識 機 能 及 び 対 話 制 御 機 能 が 搭 載 さ れ 、 ユ ー ザ と の 間 で 簡 単 な 日 常

会 話 を 行 い 得 る よ う に な さ れ た エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト ロ ボ ッ ト も 多 く 見 受 け ら れ る よ う に

な っ て き た 。

【 非 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ３ － ２ ７ ０ ８ ３ ５

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 か か る 音 声 認 識 及 び 対 話 制 御 機 能 が 搭 載 さ れ た 従 来 の ロ ボ ッ ト で は 、 ロ ボ ッ

ト と ユ ー ザ と の 物 理 的 な 距 離 に か か わ り な く 、 常 に 予 め 設 定 さ れ た 一 定 の 発 話 音 量 で ユ ー

ザ と 対 話 す る よ う に 構 築 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の た め 発 話 音 量 の 設 定 に よ っ て は 、 ロ ボ ッ ト の 近 く に い る ユ ー ザ に と っ て は 適 切 で あ

っ た と し て も 、 ロ ボ ッ ト か ら 少 し 離 れ た 場 所 に い る ユ ー ザ に と っ て は 音 が 小 さ 過 ぎ て 発 話

内 容 が 聞 き 取 り 難 か っ た り 、 逆 に ロ ボ ッ ト か ら 少 し 離 れ た 場 所 に い る ユ ー ザ に と っ て は 適

切 で あ っ た と し て も 、 ロ ボ ッ ト の 近 く に い る ユ ー ザ に と っ て は 音 が 大 き 過 ぎ て 発 話 内 容 が

聞 き 取 り 難 い 場 合 が あ る 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 か か る 問 題 点 を 解 決 す る た め の １ つ の 方 法 と し て 、 ス イ ッ チ 操 作 に よ り エ ン タ ー テ イ ン

メ ン ト ロ ボ ッ ト の 発 話 音 量 を 自 在 に 変 更 し 得 る よ う に す る こ と も 考 え ら れ る 。 し か し な が

ら こ の 方 法 に よ る と 、 ユ ー ザ と ロ ボ ッ ト と の イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 自 然 性 が 損 な わ れ る 問 題

が あ り 、 さ ら に 発 話 音 量 の 設 定 を そ の 都 度 行 わ な け れ ば な ら な い と す る こ と は 、 ユ ー ザ に

と っ て 不 便 極 ま り な い 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 残 響 が 多 い 部 屋 な ど 、 周 囲 の 環 境 を 考 慮 し た 場 合 、 単 に ロ ボ ッ ト の 発 話 音 量 を 上 げ

る だ け で は 、 ロ ボ ッ ト か ら 離 れ た 場 所 に い る ユ ー ザ に 対 し て 常 に ロ ボ ッ ト の 発 話 を 聞 き 取

り 易 く さ せ 得 る こ と に な る と は 限 ら な い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ し て こ の よ う に ロ ボ ッ ト の 発 話 内 容 が ユ ー ザ に 聞 き 取 り 難 い と い う 状 況 は 、 ユ ー ザ と

ロ ボ ッ ト と の ス ム ー ズ か つ 自 然 な 対 話 を 阻 害 す る 要 因 と な っ て 、 対 話 制 御 機 能 を 有 す る ロ

ボ ッ ト の エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 性 を 損 な う も の で あ り 、 何 ら か の 解 決 策 が 望 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 は 以 上 の 点 を 考 慮 し て な さ れ た も の で 、 対 話 制 御 機 能 を 有 す る ロ ボ ッ ト の エ ン タ

ー テ イ ン メ ン ト 性 を 向 上 さ せ 得 る 発 話 制 御 装 置 及 び 方 法 並 び に ロ ボ ッ ト 装 置 を 提 案 し よ う

と す る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 か か る 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 に お い て は 、 機 器 と ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 当 該 機

器 の 発 話 を 制 御 す る 発 話 制 御 装 置 に お い て 、 機 器 及 び ユ ー ザ 間 の 距 離 に 応 じ て 、 ユ ー ザ と

の 対 話 時 に お け る 機 器 の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 さ せ る 発 話 形 態 変 更 手 段 を 設 け る よ

う に し た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 結 果 こ の 発 話 制 御 装 置 は 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 形 態 で 発 話 す る こ と が で

き る た め 、 ユ ー ザ と ス ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 本 発 明 に お い て は 、 機 器 と ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 当 該 機 器 の 発 話 を 制 御 す る 発

話 制 御 方 法 に お い て 、 機 器 及 び ユ ー ザ 間 の 距 離 に 応 じ て 、 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 機 器

の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る よ う に し た 。
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 結 果 こ の 発 話 制 御 方 法 に よ れ ば 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 形 態 で 発 話 す る こ

と が で き る た め 、 ユ ー ザ と ス ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 本 発 明 に お い て は 、 ロ ボ ッ ト 装 置 に お い て 、 ユ ー ザ ま で の 距 離 に 応 じ て 、 ユ ー ザ

と の 対 話 時 に お け る 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 発 話 形 態 変 更 手 段 を 設 け る よ う に し

た 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 結 果 こ の ロ ボ ッ ト 装 置 は 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 形 態 で 発 話 す る こ と が で

き る た め 、 ユ ー ザ と ス ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 機 器 と ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 当 該 機 器 の 発 話 を 制 御 す る 発 話 制 御

装 置 及 び 方 法 に お い て 、 機 器 及 び ユ ー ザ 間 の 距 離 に 応 じ て 、 ユ ー ザ と の 対 話 時 に お け る 機

器 の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 さ せ る よ う に し た こ と に よ り 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易

い 発 話 形 態 で 発 話 す る こ と が で き る た め 、 ユ ー ザ と ス ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き 、 か

く し て エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 性 を 向 上 さ せ 得 る 発 話 制 御 装 置 及 び 方 法 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 本 発 明 に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト 装 置 に お い て 、 ユ ー ザ ま で の 距 離 に 応 じ て 、 ユ ー ザ と の

対 話 時 に お け る 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 発 話 形 態 変 更 手 段 を 設 け る よ う に し た こ

と に よ り 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 形 態 で 発 話 す る こ と が で き る た め 、 ユ ー ザ と ス

ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き 、 か く し て エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 性 を 向 上 さ せ 得 る ロ ボ ッ

ト 装 置 を 実 現 で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 以 下 図 面 に つ い て 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 を 詳 述 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

（ １ ） 本 実 施 の 形 態 に よ る ロ ボ ッ ト の 構 成

（ １ － １ ） ロ ボ ッ ト １ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

　 図 １ に お い て 、 １ は 全 体 と し て 本 実 施 の 形 態 に よ る ロ ボ ッ ト を 示 し 、 胴 体 部 ユ ニ ッ ト ２

の 上 部 に 首 関 節 ３ を 介 し て 頭 部 ユ ニ ッ ト ４ が 取 り 付 け ら れ る と 共 に 、 当 該 胴 体 部 ユ ニ ッ ト

２ の 左 右 上 部 に そ れ ぞ れ 肩 関 節 ４ Ａ 、 ４ Ｂ を 介 し て 腕 部 ユ ニ ッ ト ５ Ａ 、 ５ Ｂ が 取 り 付 け ら

れ 、 か つ 胴 体 部 ユ ニ ッ ト ２ の 下 部 に そ れ ぞ れ 股 関 節 ６ Ａ 、 ６ Ｂ を 介 し て 一 対 の 脚 部 ユ ニ ッ

ト ７ Ａ 、 ７ Ｂ が 取 り 付 け ら れ る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ は 、 こ の ロ ボ ッ ト １ の 機 能 構 成 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。 こ の 図 ２ に 示 す よ う

に 、 ロ ボ ッ ト １ は 、 全 体 の 動 作 の 統 括 的 制 御 や そ の 他 の デ ー タ 処 理 を 行 う 制 御 ユ ニ ッ ト １

０ と 、 入 出 力 部 １ １ と 、 駆 動 部 １ ２ と 、 電 源 部 １ ３ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 入 出 力 部 １ １ は 、 入 力 部 と し て ロ ボ ッ ト １ の 目 に 相 当 す る 一 対 の Ｃ Ｃ Ｄ （ Charge Coupl

ed Device） カ メ ラ ２ ０ や 、 耳 に 相 当 す る 一 対 の マ イ ク ロ ホ ン ２ １ 、 頭 部 や 手 及 び 足 裏 な

ど の 部 位 に 配 設 さ れ て ユ ー ザ か ら の 物 理 的 な 働 き か け や 、 手 と 外 部 物 体 と の 接 触 、 足 裏 面

の 接 地 等 を 感 知 す る タ ッ チ セ ン サ ２ ２ 、 あ る い は 五 感 に 相 当 す る そ の 他 の 各 種 の セ ン サ を

含 む 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 入 出 力 部 １ １ は 、 出 力 部 と し て ロ ボ ッ ト １ の 口 に 相 当 す る ス ピ ー カ ２ ３ 、 あ る い は

点 滅 の 組 み 合 わ せ や 点 灯 の タ イ ミ ン グ に よ り 顔 の 表 情 を 形 成 す る Ｌ Ｅ Ｄ （ 目 ラ ン プ ） ２ ４

な ど を 装 備 し て い る 。 こ れ ら 出 力 部 は 、 音 声 や ラ ン プ の 点 滅 な ど 、 脚 な ど に よ る 機 械 運 動

パ タ ー ン 以 外 の 形 式 で も ロ ボ ッ ト １ か ら の ユ ー ザ ・ フ ィ ー ド バ ッ ク を 表 現 す る こ と が で き

る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】

　 駆 動 部 １ ２ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ が 指 令 す る 所 定 の 運 動 パ タ ー ン に 従 っ て ロ ボ ッ ト １ の

機 体 動 作 を 実 現 す る 機 能 ブ ロ ッ ク で あ り 、 行 動 制 御 に よ る 制 御 対 象 物 で あ る 。 駆 動 部 １ ２

は 、 ロ ボ ッ ト １ の 各 関 節 に お け る 自 由 度 を 実 現 す る た め の 機 能 モ ジ ュ ー ル で あ り 、 そ れ ぞ

れ の 関 節 に お け る ロ ー ル 、 ピ ッ チ 、 ヨ ー な ど 各 軸 毎 に 設 け ら れ た 複 数 の 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ ５

１ ～ ２ ５ ｎ で 構 成 さ れ る 。 各 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ ５ １ ～ ２ ５ ｎ は 、 所 定 軸 回 り の 回 転 動 作 を 行

う モ ー タ ２ ６ １ ～ ２ ６ ｎ と 、 モ ー タ ２ ６ １ ～ ２ ６ ｎ の 回 転 位 置 を 検 出 す る エ ン コ ー ダ ２ ７

１ ～ ２ ７ ｎ と 、 エ ン コ ー ダ ２ ７ １ ～ ２ ７ ｎ の 出 力 に 基 づ い て モ ー タ ２ ６ １ ～ ２ ６ ｎ の 回 転

位 置 や 回 転 速 度 を 適 応 的 に 制 御 す る ド ラ イ バ ２ ８ １ ～ ２ ８ ｎ の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 電 源 部 １ ３ は 、 そ の 字 句 通 り 、 ロ ボ ッ ト １ 内 に 各 電 気 回 路 な ど に 対 し て 給 電 を 行 う 機 能

モ ジ ュ ー ル で あ る 。 本 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト １ は 、 バ ッ テ リ を 用 い た 自 律 駆 動 式 で あ

り 、 電 源 部 １ ３ は 、 充 電 バ ッ テ リ ２ ９ と 、 充 電 バ ッ テ リ ３ ０ の 充 放 電 状 態 を 管 理 す る 充 放

電 制 御 部 ３ １ と で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 充 電 バ ッ テ リ ２ ９ は 、 例 え ば 、 複 数 本 の リ チ ウ ム イ オ ン ２ 次 電 池 セ ル を カ ー ト リ ッ ジ 式

に パ ッ ケ ー ジ 化 し た 「 バ ッ テ リ ・ パ ッ ク 」 の 形 態 で 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 充 放 電 制 御 部 ３ ０ は 、 バ ッ テ リ ２ ９ の 端 子 電 圧 や 充 電 ／ 放 電 電 流 量 、 バ ッ テ リ ２

９ の 周 囲 温 度 な ど を 測 定 す る こ と で バ ッ テ リ ２ ９ の 残 存 容 量 を 把 握 し 、 充 電 の 開 始 時 期 や

終 了 時 期 な ど を 決 定 す る 。 充 放 電 制 御 部 ３ ０ が 決 定 す る 充 電 の 開 始 及 び 終 了 時 期 は 制 御 ユ

ニ ッ ト １ ０ に 通 知 さ れ 、 ロ ボ ッ ト １ が 充 電 オ ペ レ ー シ ョ ン を 開 始 及 び 終 了 す る た め の ト リ

ガ と な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 ロ ボ ッ ト １ の 「 頭 脳 」 に 相 当 し 、 例 え ば 頭 部 ユ ニ ッ ト ４ 又 は 胴 体

部 ユ ニ ッ ト ２ 内 に 搭 載 さ れ て い る 。 こ の 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 メ イ ン

・ コ ン ト ロ ー ラ と し て の Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） ３ １ が 、 メ モ リ や そ の 他 の

各 回 路 コ ン ポ ー ネ ン ト や 周 辺 機 器 と バ ス 接 続 さ れ た 構 成 と な っ て い る 。 バ ス ３ ７ は 、 デ ー

タ ・ バ ス 、 ア ド レ ス ・ バ ス 、 コ ン ト ロ ー ル ・ バ ス な ど を 含 む 共 通 信 号 伝 送 路 で あ る 。 バ ス

３ ７ 上 の 各 装 置 に は そ れ ぞ れ に 固 有 の ア ド レ ス （ メ モ リ ・ ア ド レ ス 又 は Ｉ ／ Ｏ ア ド レ ス ）

が 割 り 当 て ら れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ は 、 ア ド レ ス を 指 定 す る こ と に よ っ て バ ス ３ ７ 上 の 特

定 の 装 置 と 通 信 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 Ｒ Ａ Ｍ （ Read Access Memory） ３ ２ は 、 Ｄ Ｒ Ａ Ｍ （ Dynamic RAM） な ど の 揮 発 性 メ モ リ

で 構 成 さ れ た 書 き 込 み 可 能 メ モ リ で あ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ ３ １ が 実 行 す る プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド を ロ

ー ド し た り 、 実 行 プ ロ グ ラ ム に よ る 作 業 デ ー タ の 一 時 的 な 保 存 の た め に 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） ３ ３ は 、 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 恒 久 的 に 格 納 す る 読 み 出 し

専 用 メ モ リ で あ る 。 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム ・ コ ー ド に は 、 ロ ボ ッ ト １ の 電 源

投 入 時 に 実 行 す る 自 己 診 断 テ ス ト ・ プ ロ グ ラ ム や 、 ロ ボ ッ ト １ の 動 作 を 規 定 す る 制 御 プ ロ

グ ラ ム な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ロ ボ ッ ト １ の 制 御 プ ロ グ ラ ム に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ２ ０ や マ イ ク ロ ホ ン ２ １ な ど の 各 種 セ

ン サ か ら の 入 力 を 処 理 し て シ ン ボ ル と し て 認 識 す る 「 セ ン サ 入 力 ・ 認 識 処 理 プ ロ グ ラ ム 」

、 短 期 記 憶 な ど の 記 憶 動 作 を 司 り な が ら セ ン サ 入 力 と 所 定 の 行 動 制 御 モ デ ル と に 基 づ い て

ロ ボ ッ ト １ の 行 動 を 制 御 す る 「 行 動 制 御 プ ロ グ ラ ム 」 、 行 動 制 御 モ デ ル に 従 っ て 各 関 節 モ

ー タ の 駆 動 や ス ピ ー カ ２ ２ の 音 声 出 力 な ど を 制 御 す る 「 駆 動 制 御 プ ロ グ ラ ム 」 な ど が 含 ま

れ る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 不 揮 発 性 メ モ リ ３ ４ は 、 例 え ば Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ （ Electrically Erasable and Programmab
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le ROM） の よ う に 電 気 的 に 消 去 再 書 き 込 み が 可 能 な メ モ リ 素 子 で 構 成 さ れ 、 逐 次 更 新 す べ

き デ ー タ を 不 揮 発 的 に 保 持 す る た め に 使 用 さ れ る 。 逐 次 更 新 す べ き デ ー タ に は 、 暗 記 鍵 や

そ の 他 の セ キ ュ リ テ ィ 情 報 、 出 荷 後 に イ ン ス ト ー ル す べ き 装 置 制 御 プ ロ グ ラ ム な ど が 挙 げ

ら れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ５ は 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ 外 の 機 器 と 相 互 接 続 し 、 デ ー タ 交 換 を 可 能

に す る た め の 装 置 で あ る 。 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ５ は 、 例 え ば 、 入 出 力 部 １ １ 内 の Ｃ Ｃ Ｄ カ

メ ラ ２ ０ や マ イ ク ロ ホ ン ２ １ 及 び ス ピ ー カ ２ ２ と の 間 で デ ー タ 入 出 力 を 行 う 。 ま た 、 イ ン

タ ー フ ェ ー ス ３ ５ は 、 駆 動 部 １ ２ 内 の 各 ド ラ イ バ ２ ８ １ ～ ２ ８ ｎ と の 間 で デ ー タ や コ マ ン

ド の 入 出 力 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ま た 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ５ は 、 Ｒ Ｓ （ Recommended Standard） － ２ ３ ２ Ｃ な ど の シ リ

ア ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ （ Institute of Electrical and Electronics Engine

ers ） １ ２ ８ ４ な ど の パ ラ レ ル ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 Ｕ Ｓ Ｂ （ Universal Serial Bus） イ

ン タ ー フ ェ ー ス 、 ｉ － Ｌ ｉ ｎ ｋ （ Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ １ ３ ９ ４ ） イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ （ Smal

l Computer System Interface ） イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 Ｐ Ｃ カ ー ド や メ モ リ ・ ス テ ィ ッ ク を

受 容 す る メ モ リ ・ カ ー ド イ ン タ ー フ ェ ー ス （ カ ー ド ス ロ ッ ト ） な ど の よ う な 、 コ ン ピ ュ ー

タ の 周 辺 機 器 接 続 用 の 汎 用 イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え 、 ロ ー カ ル 接 続 さ れ た 外 部 機 器 と の 間

で プ ロ グ ラ ム や デ ー タ の 移 動 を 行 い 得 る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ５

の 他 の 例 と し て 、 赤 外 線 通 信 （ Ｉ ｒ Ｄ Ａ ） イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え 、 外 部 機 器 と 無 線 通 信

を 行 う よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 さ ら に 、 制 御 ユ ニ ッ ト １ ０ は 、 無 線 通 信 イ ン タ ー フ ェ ー ス ３ ６ や ネ ッ ト ワ ー ク ・ イ ン タ

ー フ ェ ー ス ・ カ ー ド （ Ｎ Ｉ Ｃ ） ３ ８ な ど を 含 み 、 Ｂ ｌ ｕ ｅ ｔ ｏ ｏ ｔ ｈ の よ う な 近 接 無 線 デ

ー タ 通 信 や 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ ８ ０ ２ ． １ １ ｂ の よ う な 無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 、 あ る い は イ ン タ ー ネ ッ

ト な ど の 高 域 ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 、 外 部 の さ ま ざ ま な ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ と デ ー タ

通 信 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ の よ う な ロ ボ ッ ト １ と ホ ス ト ・ コ ン ピ ュ ー タ 間 に お け る デ ー タ 通 信 に よ り 、 遠 隔 の コ

ン ピ ュ ー タ 資 源 を 用 い て 、 ロ ボ ッ ト １ の 複 雑 な 動 作 制 御 を 演 算 し た り 、 リ モ ー ト ・ コ ン ト

ロ ー ル す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

（ １ － ２ ） ロ ボ ッ ト １ の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

　 図 ４ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ に 格 納 さ れ た 制 御 プ ロ グ ラ ム 群 に よ り 構 成 さ れ る ロ ボ ッ ト １ の 行 動 制 御

シ ス テ ム ４ ０ の 機 能 構 成 を 模 式 的 に 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の 行 動 制 御 シ ス テ ム ４ ０ は 、 オ ブ ジ ェ ク ト 指 向 プ ロ グ ラ ミ ン グ を 採 り 入 れ て 実 装 さ れ

て い る 。 こ の 場 合 、 各 ソ フ ト ウ ェ ア は 、 デ ー タ と そ の デ ー タ に 対 す る 処 理 手 続 き と を 一 体

化 さ せ た 「 オ ブ ジ ェ ク ト 」 と い う モ ジ ュ ー ル 単 位 で 扱 わ れ る 。 ま た 各 オ ブ ジ ェ ク ト は 、 メ

ッ セ ー ジ 通 信 と 共 有 メ モ リ を 使 っ た オ ブ ジ ェ ク ト 間 通 信 方 法 に よ り デ ー タ の 受 け 渡 し と Ｉ

ｎ ｖ ｏ ｋ ｅ を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 こ こ で 行 動 制 御 シ ス テ ム ４ ０ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ２ ０ （ 図 ２ ） 、 マ イ ク ロ ホ ン ２ １ （ 図 ２

） 及 び タ ッ チ セ ン サ ２ ２ （ 図 ２ ） な ど の 各 種 セ ン サ か ら の セ ン サ 出 力 に 基 づ い て 外 部 環 境

を 認 識 す る た め の 画 像 認 識 部 ４ １ 、 音 声 認 識 部 ４ ２ 及 び 接 触 認 識 部 ４ ３ を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 画 像 認 識 部 ４ １ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ２ ０ か ら 与 え ら れ る 画 像 信 号 Ｓ １ に 基 づ い て 顔 認 識 や

色 認 識 な ど の 画 像 認 識 処 理 や 特 徴 抽 出 を 実 行 す る 。 そ し て 画 像 認 識 部 ４ １ は 、 か か る 顔 認

識 結 果 で あ る そ の 人 物 に 固 有 の 顔 Ｉ Ｄ （ 識 別 子 ） 、 顔 画 像 領 域 の 位 置 及 び 大 き さ と い っ た

顔 認 識 情 報 や 、 色 認 識 結 果 で あ る 色 領 域 の 位 置 や 大 き さ 及 び 特 徴 量 と い っ た 色 認 識 情 報 な
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ど の 各 種 画 像 認 識 結 果 と 、 画 像 信 号 Ｓ １ と を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。 ま た 画 像 認 識 部

４ １ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ カ メ ラ ２ ０ か ら の 画 像 信 号 Ｓ １ に 基 づ い て 、 い わ ゆ る ス テ レ オ ビ ジ

ョ ン 法 に よ っ て 撮 像 対 象 ま で の 距 離 を 検 出 し 、 検 出 結 果 を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 音 声 認 識 部 ４ ２ は 、 マ イ ク ロ ホ ン ２ １ か ら 与 え ら れ る 音 声 信 号 Ｓ ２ に 基 づ い て 音 声 認 識

や 話 者 認 識 、 音 源 方 向 認 識 な ど の 各 種 音 に 関 す る 認 識 処 理 を 実 行 す る 。 そ し て 音 声 認 識 部

４ ２ は 、 か か る 音 声 認 識 結 果 で あ る 認 識 し た 単 語 の 文 字 列 情 報 と 、 音 響 的 特 徴 等 に 基 づ く

話 者 認 識 処 理 結 果 で あ る そ の 話 者 に 固 有 の 話 者 Ｉ Ｄ 情 報 と 、 音 源 方 向 認 識 結 果 で あ る 音 源

方 向 情 報 と な ど の 各 種 音 声 認 識 結 果 を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。 ま た 音 声 認 識 部 ４ ２ は

、 こ れ ら 各 種 音 声 認 識 結 果 と 併 せ て 、 こ れ ら 音 声 信 号 Ｓ ２ を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 さ ら に 接 触 認 識 部 ４ ３ は 、 頭 部 ユ ニ ッ ト ４ （ 図 １ ） の 上 部 や 腕 部 ユ ニ ッ ト ５ Ａ 、 ５ Ｂ （

図 １ ） の 先 端 部 で あ る 手 、 脚 部 ユ ニ ッ ト ７ Ａ 、 ７ Ｂ （ 図 １ ） の 底 部 で あ る 足 底 等 に 配 設 さ

れ た タ ッ チ セ ン サ ２ ２ か ら そ れ ぞ れ 与 え ら れ る 圧 力 検 出 信 号 Ｓ ３ に 基 づ い て 「 撫 で ら れ た

」 、 「 叩 か れ た 」 、 「 物 を 把 持 し た 」 、 「 足 裏 面 が 接 地 し た 」 と い う 外 部 と の 物 理 的 な 接

触 を 認 識 し 、 得 ら れ た こ れ ら 接 触 認 識 結 果 を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。 ま た 接 触 認 識 部

４ ４ は 、 こ れ ら 接 触 認 識 結 果 と 併 せ て 、 各 タ ッ チ セ ン サ ２ ２ か ら の 圧 力 検 出 信 号 Ｓ ３ を 短

期 記 憶 部 ４ ４ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 短 期 記 憶 部 ４ ４ は 、 ロ ボ ッ ト １ の 外 部 環 境 に 関 す る 情 報 を 比 較 的 短 い 時 間 だ け 保 持 す る

オ ブ ジ ェ ク ト で あ り 、 画 像 認 識 部 ４ １ か ら 与 え ら れ る 各 種 画 像 認 識 結 果 及 び 画 像 信 号 Ｓ １

と 、 音 声 認 識 部 ４ ２ か ら 与 え ら れ る 各 種 音 声 認 識 結 果 及 び 音 声 信 号 Ｓ ２ と 、 接 触 認 識 部 ４

３ か ら 与 え ら れ る 各 種 接 触 認 識 結 果 及 び 圧 力 検 出 信 号 Ｓ ３ と を 受 け 取 り 、 こ れ ら を 短 期 間

だ け 記 憶 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ま た 短 期 記 憶 部 ４ ４ は 、 こ れ ら 受 け 取 っ た 画 像 認 識 結 果 、 音 声 認 識 結 果 及 び 接 触 認 識 結

果 と 、 画 像 信 号 Ｓ １ 、 音 声 信 号 Ｓ ２ 及 び 各 圧 力 検 出 信 号 Ｓ ３ と を 統 合 的 に 用 い て 顔 画 像 領

域 、 人 物 Ｉ Ｄ 、 話 者 Ｉ Ｄ 及 び 文 字 列 情 報 等 の 対 応 付 け を 行 う こ と に よ り 、 現 在 ど こ に ど の

人 物 が い て 、 発 し た 言 葉 が ど の 人 物 の も の で あ り 、 そ の 人 物 と は こ れ ま で に ど の よ う な 対

話 を 行 っ た か と い う タ ー ゲ ッ ト 情 報 及 び イ ベ ン ト 情 報 を 生 成 し 、 こ れ を 行 動 選 択 制 御 部 ４

５ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る タ ー ゲ ッ ト 情 報 及 び イ ベ ン ト 情

報 と 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ の 記 憶 内 容 と に 基 づ い て 、 予 め 複 数 用 意 さ れ て い る 行 動 の 中 か ら ロ

ボ ッ ト １ が 現 在 置 か れ て い る 状 況 及 び 以 前 の 行 動 に 依 存 し て 選 択 し た 行 動 （ 状 況 依 存 行 動

） や 、 外 部 刺 激 に 応 じ た 反 射 的 な 行 動 （ 反 射 行 動 ） 、 又 は 与 え ら れ た 状 況 若 し く は ユ ー ザ

か ら の 命 令 に 応 じ た 比 較 的 長 期 に 渡 る 行 動 計 画 に 基 づ く 行 動 （ 熟 考 行 動 ） な ど を 次 の ロ ボ

ッ ト １ の 行 動 と し て 決 定 す る 。 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 こ の よ う に し て 決 定 し た 行

動 を 出 力 管 理 部 ４ ６ に 通 知 す る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 出 力 管 理 部 ４ ６ は 、 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら の 通 知 に 応 じ て 、 状 況 依 存 行 動 及 び 反 射 行

動 な ど の 複 数 の 行 動 が 競 合 し た 場 合 の 調 停 処 理 や 、 動 作 、 音 声 及 び Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ の 点 滅 の 同

期 を と る 処 理 を 行 い な が ら 、 対 応 す る 駆 動 ユ ニ ッ ト ２ ５ １ ～ ２ ５ ｎ の モ ー タ ２ ６ １ ～ ２ ６

ｎ を 駆 動 し た り 、 Ｌ Ｅ Ｄ ２ ４ を 所 定 パ タ ー ン で 点 滅 駆 動 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 次 の 行 動 と し て ユ ー ザ と の 対 話 を 決 定 し た 場 合 に は 、 こ の

後 音 声 認 識 部 ４ ２ に よ り 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 順 次 格 納 さ れ る ユ ー ザ の 発 話 の 音 声 認 識 結 果 を

常 時 監 視 し 、 こ の 音 声 認 識 結 果 に 基 づ い て 、 ロ ボ ッ ト １ に 発 話 さ せ る べ き 内 容 を 順 次 決 定

す る 。 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 こ の 決 定 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 文 字 列 を 予 め Ｒ Ｏ Ｍ

３ ３ （ 図 ３ ） に 格 納 さ れ た 発 話 文 字 列 デ ー タ ベ ー ス ４ ７ か ら 読 み 出 し 、 こ れ を 出 力 管 理 部
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４ ６ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の と き 出 力 管 理 部 ４ ６ は 、 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら 与 え ら れ る 文 字 列 を 音 声 合 成 部 ４

８ に 送 出 す る 一 方 、 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 供 給 さ れ る 文 字 列 に 基 づ い て 合 成 音 声 の 音 声 信 号

Ｓ ４ を 生 成 し 、 こ れ を ス ピ ー カ ２ ３ （ 図 ２ ） に 送 出 す る 。 こ の 結 果 こ の 音 声 信 号 Ｓ ４ に 基

づ く 音 声 が ス ピ ー カ ２ ３ か ら 出 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の よ う に し て こ の ロ ボ ッ ト １ に お い て は 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ２ ０ 、 マ イ ク ロ ホ ン ２ １ 及 び

タ ッ チ セ ン サ ２ ３ な ど の 各 種 セ ン サ の セ ン サ 出 力 に 基 づ き 認 識 さ れ る 外 部 状 況 等 に 基 づ い

て 自 律 的 に 行 動 し 得 る よ う に な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

（ ２ ） ロ ボ ッ ト １ に お け る 発 話 制 御 機 能

　 次 に 、 こ の ロ ボ ッ ト １ に 搭 載 さ れ た 発 話 制 御 機 能 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の ロ ボ ッ ト １ に は 、 対 話 相 手 ま で の 物 理 的 な 距 離 に 応 じ て 、 発 話 音 量 や 、 発 話 ス ピ ー

ド 、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン 及 び 文 節 間 の 間 な ど の 発 話 形 態 を 制 御 す る 発 話 制 御 機 能 が 搭 載 さ れ

て い る 。 ま た こ の ロ ボ ッ ト １ に は 、 こ の よ う な 発 話 形 態 の う ち の 特 に 発 話 音 量 に 関 す る 感

じ 方 の 個 人 差 が 大 き い こ と を 考 慮 し て 、 ユ ー ザ か ら の 要 求 に 応 じ て 基 準 と す べ き 発 話 音 量

（ 以 下 、 こ れ を 基 準 音 量 と 呼 ぶ ） を ユ ー ザ ご と に 変 更 す る 発 話 制 御 機 能 も 搭 載 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 実 際 上 、 こ の ロ ボ ッ ト １ の 場 合 、 基 準 音 量 を ユ ー ザ ご と に 変 更 す る 発 話 制 御 を 行 う た め

の 手 段 と し て 、 行 動 制 御 シ ス テ ム ４ ０ に は 、 ユ ー ザ ご と の 基 準 音 量 を 記 憶 保 持 す る た め の

基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ が 設 け ら れ て い る 。 因 み に 、 こ の 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ は 、 不 揮 発 性 メ

モ リ ３ ４ （ 図 ３ ） に よ り 構 成 さ れ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 画 像 認 識 処 理 部 ４ １ の 画 像 認 識 結 果 に 基 づ い て 短 期 記 憶

部 ４ ４ が 新 た な ユ ー ザ を 検 出 す る ご と に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 そ の ユ ー ザ の 人 物 Ｉ Ｄ と 当

該 ユ ー ザ に 対 す る 基 準 音 量 （ 初 期 設 定 値 は 「 ３ 」 ） と を 対 応 付 け て 、 こ れ ら 人 物 Ｉ Ｄ 及 び

基 準 音 量 を 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ に 格 納 す る 一 方 、 こ の 後 そ の ユ ー ザ と の 対 話 時 に 図 ６ に 示

す 基 準 音 量 変 更 処 理 手 順 Ｒ Ｔ １ に 従 っ て 、 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ に 記 憶 保 持 さ れ た そ の ユ ー

ザ の 基 準 音 量 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る よ う に な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 す な わ ち 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 ユ ー ザ と の 対 話 を 開 始 す る と こ の 基 準 音 量 変 更 処 理 手

順 Ｒ Ｔ １ を ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ０ に お い て 開 始 し 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ に お い て 、 「 も う 少 し 大

き な 声 で 話 し て 」 又 は 「 聞 こ え な い 」 な ど と い っ た 、 ロ ボ ッ ト の 発 話 音 量 を 上 げ る こ と を

要 求 す る 意 味 合 い の 言 葉 や 、 「 も う 少 し 小 さ な 声 で 話 し て 」 又 は 「 う る さ い 」 な ど と い っ

た 、 ロ ボ ッ ト の 発 話 音 量 を 下 げ る こ と を 要 求 す る 意 味 合 い の 言 葉 が 与 え ら れ る の を 待 ち 受

け る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 こ の 後 上 述 の よ う な ロ ボ ッ ト １ の 発 話 音 量 を 上 げ 又 は 下

げ る こ と を 要 求 す る 意 味 合 い の 言 葉 が ユ ー ザ か ら 発 せ ら れ た こ と を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶

保 持 さ れ た 音 声 認 識 部 ４ ２ の 音 声 認 識 結 果 に 基 づ い て 認 識 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ に 進 ん

で 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る タ ー ゲ ッ ト 情 報 及 び イ ベ ン ト 情 報 に 基 づ い て 、 そ の 言

葉 が 現 在 の 対 話 相 手 か ら 発 せ ら れ た も の で あ る と の 特 定 が で き て い る か 否 か を 判 断 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ に お い て 否 定 結 果 を 得 る と ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １

に 戻 り 、 こ れ に 対 し て 肯 定 結 果 を 得 る と ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ３ に 進 ん で 、 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ に

記 憶 保 持 さ れ た そ の ユ ー ザ の 基 準 音 量 を 、 そ の ユ ー ザ が 発 し た 言 葉 の 意 味 内 容 に 応 じ て 、

発 話 音 量 を 上 げ る こ と を 要 求 す る 意 味 合 い の 言 葉 で あ っ た 場 合 に は 規 定 値 （ 例 え ば 「 １ 」
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） だ け 上 げ 、 こ れ に 対 し て 発 話 音 量 を 下 げ る こ と を 要 求 す る 意 味 合 い の 言 葉 で あ っ た 場 合

に は 規 定 値 だ け 下 げ る 。 な お 、 音 量 の 数 値 は ロ ボ ッ ト １ の 発 話 音 量 の 音 量 レ ベ ル の 大 小 を

表 す も の で あ り 、 数 値 が 大 き く な る ほ ど 大 き な 所 定 の 音 量 レ ベ ル が そ れ ぞ れ 対 応 付 け ら れ

て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 そ の 後 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ に 戻 り 、 こ の 後 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ～

ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ３ に つ い て 同 様 の 処 理 を 繰 り 返 す 。 こ の よ う に し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、

ユ ー ザ か ら の 発 話 音 量 の 変 更 要 求 に 応 じ て 、 ユ ー ザ ご と に 基 準 音 量 を 変 更 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 一 方 、 こ の ロ ボ ッ ト １ で は 、 対 話 相 手 ま で の 物 理 的 な 距 離 に 応 じ て 、 意 味 内 容 の 区 切 り

が は っ き り と 分 か る よ う に 文 節 間 の 間 を 変 更 す る た め の 手 法 と し て 、 必 要 に 応 じ て 各 文 節

の 後 ろ に 「 ね 」 を 入 れ る よ う に 発 話 制 御 を 行 う よ う に な さ れ 、 そ の た め の 手 段 と し て 行 動

制 御 シ ス テ ム ４ ５ に 発 話 文 字 列 変 形 部 ５ １ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 こ の 場 合 、 発 話 文 字 列 変 形 部 ５ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 対 し て

各 文 節 の 後 ろ に 「 ね 」 を 入 れ る よ う に 文 字 列 を 変 形 す る か 否 か を 規 定 し た 文 字 列 変 形 判 断

テ ー ブ ル ５ ０ を Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ （ 図 ３ ） に 記 憶 保 持 し て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 そ し て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ は 、 ユ ー ザ と の 対 話 時 、 ロ ボ ッ ト １ が 発 話 す べ き 内 容 （ 言 葉

） に 対 応 し た 文 字 列 を 発 話 文 字 列 デ ー タ ベ ー ス ４ ７ か ら 読 み 出 し 、 こ れ を 文 字 列 情 報 と し

て 発 話 文 字 列 変 形 部 ５ １ に 順 次 送 出 す る 一 方 、 こ れ と 併 せ て 短 期 記 憶 部 ４ ４ に 記 憶 保 持 さ

れ た 画 像 認 識 部 ４ １ に よ り 検 出 さ れ た 対 話 相 手 ま で の 距 離 を 表 す 距 離 情 報 を 発 話 文 字 列 変

形 部 ５ １ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 発 話 文 字 列 変 形 部 ５ １ は 、 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら 文 字 列 及 び 距 離 情 報 が 与 え ら れ る と

、 当 該 距 離 情 報 及 び 文 字 列 変 形 判 断 テ ー ブ ル ５ ０ に 基 づ き 、 図 ８ に 示 す 文 字 変 形 処 理 手 順

Ｒ Ｔ ２ に 従 っ て 、 そ の 文 字 列 情 報 に 基 づ く 文 字 列 を 変 形 す べ き か 否 か を 判 断 し 、 必 要 時 に

は こ の 文 字 列 を 変 形 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 す な わ ち 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら 文 字 列 情 報 及 び 距 離 情 報 が

与 え ら れ る と 、 こ の 文 字 列 変 形 処 理 手 順 Ｒ Ｔ ２ を ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ０ に お い て 開 始 し 、 続 く

ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ １ に お い て 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら の 距 離 情 報 に 基 づ き 認 識 さ れ る 対 話 相

手 ま で の 距 離 と 、 文 字 列 変 形 判 断 テ ー ブ ル ５ ０ （ 図 ７ ） と に 基 づ い て 、 こ の 文 字 列 情 報 に

基 づ く 文 字 列 を 変 形 す べ き か 否 か を 判 断 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 具 体 的 に 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 文 字 列 変 形 判 断 テ ー ブ ル ５ ０ に 従 っ て 、 画 像 認 識 部

４ １ が 認 識 し た 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 350〔 cm〕 未 満 で あ る 場 合 に は 文 字 列 を 変 形 す べ き

で な い と 判 断 し 、 こ れ に 対 し て 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 350〔 cm〕 以 上 で あ る 場 合 に は 文 字

列 を 変 形 す べ き と 判 断 す る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 こ の 判 断 結 果 と し て こ の ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ １ に お い て 否 定 結 果

を 得 る と 、 そ の 文 字 列 に 対 し て 変 形 処 理 を 施 す こ と な く ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ４ に 進 ん で こ の 文

字 列 変 形 処 理 手 順 Ｒ Ｔ ２ を 終 了 し 、 こ の 後 こ の 文 字 列 の 文 字 列 情 報 を そ の ま ま 行 動 選 択 制

御 部 ４ ５ 、 出 力 管 理 部 ４ ６ を 順 次 介 し て 音 声 合 成 部 ４ ８ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 こ れ に 対 し て 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ １ に お い て 肯 定 結 果 を 得 る と 、

ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ２ に 進 ん で そ の 文 字 列 に 対 し て 形 態 素 解 析 処 理 を 行 っ て そ の 文 字 列 に 含 ま

れ る 各 文 節 末 助 動 詞 を そ れ ぞ れ 検 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 さ ら に 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 こ の 後 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ３ に 進 ん で 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ２
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に お い て 検 出 し た こ れ ら 文 節 末 助 動 詞 の 後 ろ に 順 次 「 ね 」 の 文 字 を 付 加 す る 。 従 っ て 、 発

話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 例 え ば 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ か ら 「 今 日 の 東 京 の 天 気 は 晴 れ だ よ 」

と い う 文 字 列 を 与 え ら れ た 場 合 、 「 今 日 の 」 、 「 東 京 の 」 及 び 「 天 気 は 」 と い う 各 文 節 末

助 動 詞 の 後 ろ に そ れ ぞ れ 「 ね 」 の 文 字 を 付 加 し た 「 今 日 の ね 、 東 京 の ね 、 天 気 は ね 、 晴 れ

だ よ 」 と い っ た 文 字 列 を 生 成 す る こ と と な る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 そ し て 発 話 文 字 列 変 形 部 ４ ９ は 、 こ の 後 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ １ ４ に 進 ん で こ の 文 字 列 変 形 処 理

手 順 Ｒ Ｔ ２ を 終 了 し 、 こ の 後 こ の よ う に し て 得 ら れ た 変 形 し た 新 た な 文 字 列 を 表 す 文 字 列

情 報 を 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ 、 出 力 管 理 部 ４ ６ を 順 次 介 し て 音 声 合 成 部 ４ ８ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 こ の と き 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 対 す る ロ ボ ッ ト

１ の 発 話 音 量 の 変 更 量 を 規 定 し た 音 量 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ２ と 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、

当 該 距 離 に 対 す る ロ ボ ッ ト １ の 発 話 ス ピ ー ド の 変 更 量 を 規 定 し た ス ピ ー ド 変 更 量 規 定 テ ー

ブ ル ５ ３ と 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 当 該 距 離 に 対 す る 文 節 間 の 間 （ ポ ー ズ 長 ） の 変 更 量 を

規 定 し た ポ ー ズ 長 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ４ と 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 当 該 距 離 に 対 し て 発

話 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変 え て 文 節 末 を 強 調 す る か 否 か を 規 定 し た 文 節 末 強 調 判 断 テ ー ブ

ル ５ ５ と を Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ （ 図 ３ ） に 記 憶 保 持 し て い る 。 ま た 音 声 合 成 部 ４ ８ に は 、 短 期 記 憶

部 ４ ４ か ら そ の と き の 対 話 相 手 の 人 物 Ｉ Ｄ が 人 物 Ｉ Ｄ 情 報 と し て 与 え ら れ る 一 方 、 当 該 対

話 相 手 ま で の 距 離 が 距 離 情 報 と し て 順 次 与 え ら れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 出 力 管 理 部 ４ ６ を 介 し て ロ ボ ッ ト １ が 発 話 す べ き 内 容 の 文 字

列 情 報 が 与 え ら れ る と 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る 人 物 Ｉ Ｄ 情 報 及 び 距 離 情 報 と 、 Ｒ

Ｏ Ｍ ３ ３ に 格 納 さ れ た 各 テ ー ブ ル ５ ２ ～ ５ ５ と 、 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ に 記 憶 保 持 さ れ た そ

の ユ ー ザ の 基 準 音 量 と に 基 づ き 、 図 １ ３ に 示 す 発 話 変 更 処 理 手 順 Ｒ Ｔ ３ に 従 っ て 、 ロ ボ ッ

ト １ の 発 話 音 量 や 、 発 話 ス ピ ー ド 等 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 す な わ ち 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 か か る 文 字 列 情 報 が 与 え ら れ る と こ の 文 字 列 変 形 処 理 手 順

Ｒ Ｔ ３ を ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ０ に お い て 開 始 し 、 続 く ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ １ に お い て 、 短 期 記 憶 部

４ ４ か ら 与 え ら れ た 人 物 Ｉ Ｄ 情 報 に 基 づ い て 、 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ か ら 対 応 す る 対 話 相 手

の 基 準 音 量 を 読 み 出 し 、 こ の 後 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ２ に 進 ん で 距 離 情 報 か ら 認 識 さ れ る 対 話 相

手 ま で の 距 離 に 基 づ き 、 音 量 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ２ （ 図 ９ ） を 参 照 し て 、 ロ ボ ッ ト １ の

発 話 音 量 を 規 定 す る 音 量 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 具 体 的 に 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 距 離 情 報 と し て 与 え ら れ た 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 例 え ば 50

〔 cm〕 未 満 で あ る 場 合 に は 、 基 準 音 量 記 憶 部 ４ ９ か ら 読 み 出 し た 基 準 音 量 を そ の と き の 発

話 音 量 と し て 決 定 し 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 50～ 80〔 cm〕 の 範 囲 で あ る 場 合 に は 、 基 準 音

量 よ り も 所 定 の 規 定 値 （ 例 え ば 「 １ 」 ） だ け 大 き い 音 量 を そ の と き の 発 話 音 量 と し て 決 定

し 、 以 降 同 様 に し て 、 当 該 ユ ー ザ ま で の 距 離 が 80～ 150〔 cm〕 、 150～ 250〔 cm〕 又 は 250〔

cm〕 以 上 の 場 合 に は 、 そ れ ぞ れ 基 準 音 量 よ り も 「 ２ 」 、 「 ３ 」 又 は 「 ５ 」 だ け 大 き い 音 量

を そ の と き の 発 話 音 量 と し て 決 定 す る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定 結 果 に

応 じ て 音 量 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 続 い て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ３ に 進 ん で 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ２ に お い て 上 述

の よ う に 決 定 し た 音 量 が 予 め 設 定 さ れ た 閾 値 を 超 え た か 否 か を 判 断 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 す な わ ち ロ ボ ッ ト １ の 発 話 音 量 に は 一 定 の 限 界 が あ る た め 、 例 え ば 基 準 音 量 が 既 に 限 界

値 や こ れ に 近 い 値 に 設 定 さ れ て い る 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ２ に お い て 音 量 を 決 定 す る

際 に 、 そ の ユ ー ザ と の 距 離 に 応 じ て 本 来 的 に は 発 話 音 量 を も っ と 大 き な 音 量 に 決 定 す べ き

場 合 に お い て も で き な い こ と が あ る 。 そ し て こ の よ う な 場 合 、 か か る ユ ー ザ に と っ て 、 ロ

ボ ッ ト １ の 発 話 の 内 容 が 聞 き 取 り 難 く 感 じ ら れ る お そ れ が あ る 。
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【 ０ ０ ７ ３ 】

　 そ こ で 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ３ に お い て 肯 定 結 果 を 得 た 場 合 に は 、 ス

テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ４ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ６ に お い て 発 話 音 量 以 外 の 発 話 ス ピ ー ド 等 の 他 の 発 話 形

態 に つ い て 通 常 の 変 更 処 理 を 行 い 、 こ れ に 対 し て ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ３ に お い て 否 定 結 果 を 得

た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ７ ～ ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ９ に お い て か か る 他 の 発 話 形 態 に つ い て

特 殊 な 変 更 処 理 を 行 う よ う に な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 実 際 上 、 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ３ に お い て 肯 定 結 果 を 得 る と 、 ス テ ッ プ Ｓ

Ｐ ２ ４ に 進 ん で 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る 距 離 情 報 に よ り 認 識 さ れ る 対 話 相 手 ま で

の 距 離 に 基 づ き 、 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ に 格 納 さ れ た ス ピ ー ド 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ３ （ 図 １ ０ ） を

参 照 し て 、 ロ ボ ッ ト １ の 発 話 ス ピ ー ド を 規 定 す る ス ピ ー ド パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必

要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 具 体 的 に 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 距 離 情 報 と し て 与 え ら れ た 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 例 え ば 20

0〔 cm〕 未 満 で あ る 場 合 に は 、 予 め 定 め ら れ た 所 定 の 初 期 設 定 値 を 発 話 時 の ス ピ ー ド と し

て 決 定 し 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 200～ 350〔 cm〕 の 範 囲 で あ る 場 合 に は 、 初 期 設 定 値 よ り

も 20〔 ％ 〕 だ け 遅 い ス ピ ー ド を そ の と き の 発 話 ス ピ ー ド と し て 決 定 し 、 対 話 相 手 ま で の 距

離 が 350〔 cm〕 以 上 の 場 合 に は 、 初 期 設 定 値 よ り も 50〔 ％ 〕 だ け 遅 い ス ピ ー ド を そ の と き

の 発 話 ス ピ ー ド と し て 決 定 す る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定 結 果 に 応 じ て

ス ピ ー ド パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 続 い て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ５ に 進 ん で 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る

距 離 情 報 に よ り 認 識 さ れ る 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 基 づ き 、 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ に 格 納 さ れ た ポ ー ズ

長 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ４ （ 図 １ １ ） を 参 照 し て 、 そ の 文 字 列 を 発 話 す る 際 の 文 節 間 の 間

の 長 さ （ ポ ー ズ 長 ） を 規 定 す る ポ ー ズ 長 パ ラ メ ー タ を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 具 体 的 に 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 距 離 情 報 と し て 与 え ら れ た 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 例 え ば 10

0〔 cm〕 未 満 で あ る 場 合 に は 、 予 め ポ ー ズ 長 の 初 期 設 定 値 と し て 定 め ら れ た 値 を そ の と き

の ポ ー ズ 長 と し て 決 定 し 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 100～ 350〔 cm〕 の 範 囲 で あ る 場 合 に は 、

初 期 設 定 値 よ り も 30〔 ％ 〕 だ け 長 い 時 間 を そ の と き の ポ ー ズ 長 と し て 決 定 し 、 対 話 相 手 ま

で の 距 離 が 350〔 cm〕 以 上 の 場 合 に は 、 初 期 設 定 値 よ り も 60〔 ％ 〕 だ け 長 い 時 間 を そ の と

き の ポ ー ズ 長 と し て 決 定 す る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定 結 果 に 応 じ て ポ

ー ズ 長 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 次 い で 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ６ に 進 ん で 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る

距 離 情 報 に よ り 認 識 さ れ る 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 基 づ き 、 Ｒ Ｏ Ｍ ３ ３ に 格 納 さ れ た 文 節 末

強 調 判 断 テ ー ブ ル ５ ５ （ 図 １ ２ ） を 参 照 し て 、 そ の 文 字 列 の 内 容 を 発 話 す る 際 に 各 文 節 末

を 強 調 す る イ ン ト ネ ー シ ョ ン と な る よ う に 、 対 応 す る パ ラ メ ー タ で あ る 文 節 末 強 調 パ ラ メ

ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 具 体 的 に 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 距 離 情 報 と し て 与 え ら れ た 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 例 え ば 20

0〔 cm〕 未 満 で あ る 場 合 に は 、 そ の 文 字 列 を 音 声 と し て 発 話 す る 際 に 各 文 節 末 を 変 化 さ せ

な い こ と を 決 定 し 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 が 200〔 cm〕 以 上 の 場 合 に は 各 文 節 末 を そ れ ぞ れ

上 げ る こ と を 決 定 す る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定 結 果 に 応 じ て 文 節 末 強

調 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 こ れ に 対 し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ３ に お い て 否 定 結 果 を 得 る と 、 ス テ ッ

プ Ｓ Ｐ ２ ７ に 進 ん で 、 短 期 記 憶 部 ４ ４ か ら 与 え ら れ る 距 離 情 報 に よ り 認 識 さ れ る 対 話 相 手

ま で の 距 離 に か か わ り な く 、 ロ ボ ッ ト １ の 発 話 ス ピ ー ド を 、 常 に 、 ス ピ ー ド 変 更 量 規 定 テ

ー ブ ル ５ ３ （ 図 １ ０ ） に お い て 最 大 距 離 に 対 し て 規 定 さ れ て い る 発 話 ス ピ ー ド に 決 定 す る
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。 従 っ て 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 発 話 ス ピ ー ド と し て 初 期 設 定 値 よ り も 50〔 ％ 〕 だ

け 遅 い ス ピ ー ド が そ の と き の 発 話 ス ピ ー ド と し て 決 定 さ れ る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、

こ の 後 こ の 決 定 結 果 に 応 じ て ス ピ ー ド パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る

。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 続 い て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ８ に 進 ん で 、 ロ ボ ッ ト １ の 発 話 時 の ポ ー ズ 長

を 、 常 に 、 ポ ー ズ 長 変 更 量 規 定 テ ー ブ ル ５ ４ （ 図 １ １ ） に お い て 最 大 距 離 に 対 し て 規 定 さ

れ て い る 発 話 ス ピ ー ド に 決 定 す る 。 従 っ て 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ポ ー ズ 長 と し て

初 期 設 定 値 よ り も 60〔 ％ 〕 だ け 長 い 時 間 が そ の と き の 発 話 ス ピ ー ド と し て 決 定 さ れ る 。 そ

し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定 結 果 に 応 じ て ポ ー ズ 長 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値

を 必 要 に 応 じ て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 次 い で 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ２ ９ に 進 ん で 、 そ の 文 字 列 の 内 容 を 発 話 す る 際

に お け る 文 節 末 強 調 判 断 パ ラ メ ー タ を 、 常 に 、 文 節 末 強 調 判 断 テ ー ブ ル ５ ５ （ 図 １ ２ ） に

お い て 最 大 距 離 に 対 し て 規 定 さ れ た 状 態 に 決 定 す る 。 従 っ て 、 こ の 実 施 の 形 態 に お い て は

、 常 に 各 文 節 末 を 強 調 す べ き 旨 が 決 定 さ れ る 。 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の 後 こ の 決 定

結 果 に 応 じ て 文 節 末 強 調 パ ラ メ ー タ の パ ラ メ ー タ 値 を 文 節 末 を 強 調 す る よ う に 必 要 に 応 じ

て 変 更 す る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 そ し て 音 声 合 成 部 ４ ８ は 、 こ の よ う に し て 音 量 パ ラ メ ー タ や ス ピ ー ド パ ラ メ ー タ 等 の 各

種 パ ラ メ ー タ を 設 定 し 終 え る と 、 ス テ ッ プ Ｓ Ｐ ３ ０ に 進 ん で 、 与 え ら れ た 文 字 列 情 報 に 基

づ く 文 字 列 に 応 じ た 音 声 波 形 を 生 成 す る と 共 に 、 こ の 音 声 波 形 を 上 述 の よ う に し て 設 定 し

た 音 量 パ ラ メ ー タ 、 ス ピ ー ド パ ラ メ ー タ 、 ポ ー ズ 長 パ ラ メ ー タ 及 び 文 節 末 強 調 パ ラ メ ー タ

に 応 じ て 変 形 し 、 か く し て 得 ら れ た 音 声 波 形 の 音 声 信 号 Ｓ ４ を ス ピ ー カ ２ ３ に 送 出 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 こ の よ う に し て こ の ロ ボ ッ ト １ に お い て は 、 対 話 相 手 ま で の 物 理 的 な 距 離 に 応 じ て 発 話

音 量 や 、 発 話 ス ピ ー ド 、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン 及 び 発 話 時 の 間 な ど の 発 話 形 態 を 制 御 す る 一 方

、 さ ら に 発 話 音 量 に つ い て は ユ ー ザ ご と に 制 御 す る こ と に よ り 、 常 に 対 話 相 手 に 聞 き 取 り

易 い 発 話 を 行 い 得 る よ う に な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

（ ３ ） 本 実 施 の 形 態 の 動 作 及 び 効 果

　 以 上 の 構 成 に お い て 、 こ の ロ ボ ッ ト １ は 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ が 離 れ た 場 所 に い る ほ ど 、

よ り 大 き な 音 量 で 、 よ り ゆ っ く り と 、 文 節 間 に よ り 大 き な 間 を 開 け て 発 話 す る 一 方 、 そ の

ユ ー ザ ま で の 距 離 に よ っ て は 、 さ ら に 文 節 末 を 強 調 す る よ う な イ ン ト ネ ー シ ョ ン で 発 話 し

た り 、 各 文 節 の 後 ろ に 「 ね 」 と い う 言 葉 を 挿 入 し て 発 話 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 従 っ て 、 こ の ロ ボ ッ ト １ は 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ ま で の 距 離 に か か わ り な く 常 に ユ ー ザ に

聞 き 取 り 易 い 発 話 音 量 で 発 話 す る こ と が で き る こ と は 無 論 の こ と 、 例 え ば 対 話 場 所 が 残 響

が 多 い 部 屋 な ど で あ る 場 合 に お い て も 、 常 に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 を 行 う こ と が で き

、 こ の 結 果 と し て ユ ー ザ と ス ム ー ズ か つ 自 然 な 音 量 で の 対 話 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 こ の ロ ボ ッ ト １ で は 、 か か る 発 話 音 量 の 基 準 音 量 を ユ ー ザ か ら の 要

求 に 応 じ て ユ ー ザ ご と に 変 更 す る た め 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ の 聴 覚 特 性 に 応 じ た 適 切 な 音 量

で 各 ユ ー ザ と 対 話 を 行 う こ と が で き 、 そ の 分 ユ ー ザ に 不 快 感 を 与 え る こ と な く 、 よ り 一 層

と ユ ー ザ と ス ム ー ズ な 対 話 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 以 上 の 構 成 に よ れ ば 、 対 話 相 手 ま で の 物 理 的 な 距 離 に 応 じ て 発 話 音 量 や 、 発 話 ス ピ ー ド

、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン 及 び 発 話 時 の 間 な ど の 発 話 形 態 を 制 御 す る よ う に し た こ と に よ り 、 常

に ユ ー ザ に 聞 き 取 り 易 い 発 話 形 態 で 発 話 を 行 う こ と が で き る 。 か く す る に つ き ユ ー ザ と ス

ム ー ズ 対 話 を 行 う こ と が で き 、 か く し て エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト 性 を 向 上 さ せ 得 る ロ ボ ッ ト
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を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

（ ４ ） 他 の 実 施 の 形 態

　 な お 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 本 発 明 を ヒ ュ ー マ ノ イ ド 型 の ロ ボ ッ ト １ に 適 用 す る

よ う に し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 こ の 種 々 の 形 態 の ロ ボ ッ ト 装

置 及 び ロ ボ ッ ト 装 置 以 外 の 対 話 機 能 を 有 す る 種 々 の 形 態 の 機 器 に 広 く 適 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 ま た 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 応 じ て 発 話 音 量 、 発 話 ス ピ ー

ド 、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン 及 び 発 話 時 の 間 を 変 更 す る よ う に し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発

明 は こ れ に 限 ら ず 、 こ れ ら 発 話 形 態 の う ち の 一 部 の み を 変 更 し 又 は こ れ ら 発 話 形 態 に 加 え

て 他 の 発 話 形 態 を も 変 更 す る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 こ の 場 合 に お い て 、 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 ロ ボ ッ ト １ が イ ン ト ネ ー シ ョ ン を 変

更 す る 際 に 各 文 節 末 を 強 め る よ う な イ ン ト ネ ー シ ョ ン で 発 話 す る よ う に し た 場 合 に つ い て

述 べ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 文 節 末 以 外 の 例 え ば 助 詞 を 強 調 す る よ う に イ ン ト ネ ー

シ ョ ン を 変 更 す る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 さ ら に 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 応 じ て 発 話 音 量 、 発 話 ス ピ

ー ド 、 イ ン ト ネ ー シ ョ ン 及 び 発 話 時 の 間 を 段 階 的 に 変 更 す る よ う に し た 場 合 に つ い て 述 べ

た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 こ れ ら を 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 応 じ て 関 数 式 を 用 い た 演 算

等 に よ り 連 続 的 に 変 更 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 場 合 に お い て 例 え ば イ ン ト ネ ー シ ョ ン

（ 各 文 節 末 の 強 調 ） の 変 更 に つ い て は 、 対 話 相 手 ま で の 距 離 に 応 じ て 各 文 節 末 の 強 調 の 程

度 を 連 続 的 に 変 化 さ せ る よ う に す れ ば 良 い 。 ま た 各 文 節 末 の 後 ろ に 「 ね 」 を 挿 入 す る こ と

に よ る 対 話 時 の 間 に つ い て は 、 全 て の 文 節 末 の 後 ろ に 挿 入 す る の で は な く 、 対 話 相 手 ま で

の 距 離 に 応 じ て 段 階 的 に 「 ね 」 を 挿 入 す る 文 節 末 の 数 を 変 化 さ せ る よ う に し て も 良 い 。 な

お 、 文 節 間 の 間 を 稼 ぐ た め に 各 文 節 末 の 後 ろ に 挿 入 す る 言 葉 と し て は 「 ね 」 以 外 の 言 葉 を

適 用 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 さ ら に 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ ま で の 距 離 を 検 出 す る 距 離 検 出

手 段 を 、 一 対 の Ｃ Ｃ Ｄ カ メ ラ ２ ０ と 、 そ の 出 力 に 基 づ き ス テ レ オ ビ ジ ョ ン 法 に よ り 当 該 距

離 を 検 出 す る 短 期 記 憶 部 ４ ４ と に よ り 構 成 す る よ う に し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明

は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 距 離 セ ン サ な ど の 他 の 手 段 を 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 さ ら に 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ ま で の 距 離 に 応 じ て 、 当 該 ユ ー

ザ と の 対 話 時 に お け る ロ ボ ッ ト １ の 発 話 形 態 を 必 要 に 応 じ て 変 更 さ せ る 発 話 形 態 変 更 手 段

と し て の 機 能 を 、 発 話 文 字 列 変 形 部 ５ １ 及 び 音 声 合 成 部 ４ ８ に 分 散 さ せ る よ う に し た 場 合

に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 か か る 全 て の 機 能 を 音 声 合 成 部 ４ ８ に 搭 載 す

る よ う に し て も 良 い 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 さ ら に 上 述 の 実 施 の 形 態 に お い て は 、 対 話 相 手 の ユ ー ザ を 特 定 す る ユ ー ザ 特 定 手 段 と し

て の 機 能 を 短 期 記 憶 部 ４ ４ に も た せ る よ う に し た 場 合 に つ い て 述 べ た が 、 本 発 明 は こ れ に

限 ら ず 、 か か る 機 能 を 行 動 選 択 制 御 部 ４ ５ に も た せ る よ う に し て も 良 い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 本 発 明 は 、 エ ン タ ー テ イ ン メ ン ト ロ ボ ッ ト の ほ か 、 対 話 機 能 を 有 す る 他 の 用 途 の ロ ボ ッ

ト 装 置 や ロ ボ ッ ト 装 置 以 外 の 他 の 機 器 に 広 く 適 用 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ９ ７ 】

【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る ロ ボ ッ ト の 外 観 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る ロ ボ ッ ト の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 制 御 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に よ る ロ ボ ッ ト の 行 動 制 御 シ ス テ ム の 具 体 的 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図

で あ る 。

【 図 ５ 】 基 準 音 量 記 憶 部 に 記 憶 保 持 さ れ た ユ ー ザ ご と の 基 準 音 量 の 説 明 に 供 す る 概 念 図 で

あ る 。

【 図 ６ 】 基 準 音 量 変 更 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ７ 】 文 字 列 変 形 判 断 テ ー ブ ル を 示 す 概 念 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 文 字 列 変 形 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ９ 】 音 量 変 更 量 テ ー ブ ル を 示 す 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 ス ピ ー ド 変 更 量 テ ー ブ ル を 示 す 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 ポ ー ズ 長 変 更 量 テ ー ブ ル を 示 す 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 文 節 末 強 調 判 断 テ ー ブ ル を 示 す 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ３ 】 発 話 変 更 処 理 手 順 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 １ … … ロ ボ ッ ト 、 ４ ０ … … 行 動 制 御 シ ス テ ム 、 ４ １ … … 画 像 認 識 部 、 ４ ２ … … 音 声 認 識

部 、 ４ ４ … … 短 期 記 憶 部 、 ４ ５ … … 行 動 選 択 制 御 部 、 ４ ７ … … 発 話 文 字 列 デ ー タ ベ ー ス 、

４ ８ … … 音 声 合 成 部 、 ４ ９ … … 基 準 音 量 記 憶 部 、 ５ ０ … … 文 字 列 変 形 判 断 テ ー ブ ル 、 ５ １

… … 発 話 文 字 列 変 形 部 、 ５ ２ … … 音 量 変 更 量 テ ー ブ ル 、 ５ ３ … … ス ピ ー ド 変 更 量 テ ー ブ ル

、 ５ ４ … … ポ ー ズ 長 変 更 量 テ ー ブ ル 、 ５ ５ … … 文 節 末 強 調 判 断 テ ー ブ ル 、 Ｓ １ … … 画 像 信

号 、 Ｓ ２ 、 Ｓ ４ … … 音 声 信 号 、 Ｒ Ｔ １ … … 基 準 音 量 変 更 処 理 手 段 、 Ｒ Ｔ ２ … … 文 字 列 変 形

処 理 手 順 、 Ｒ Ｔ ３ … … 発 話 変 更 処 理 手 順 。

【 図 ２ 】 【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ 】

-20-



JP 2005-202076 A 2005.7.28

JP 2005-202076 A 2005.7.28 
(19) Japan Patent 
Office (JP) 

(12) Japanese Unexamined 
Patent Application 

Publication (A) 

(11) Japanese Unexamined 
Patent Application 

Publication Number 
2005-202076 

(P2005-202076A) 
(43) Publication date October 28, 2005 (7.28.2005) 

(51) Int.C1. 7 F1 Theme codes (reference) 
G1OL 
A63H 
B25J 
G1OL 

13/08 
11/00 
13/00 
13/00 

G1OL 
A63H 
B25J 
G1OL 

3/00 
11/00 
13/00 

3/00 

H
Z 
Z 
Q

2C150 
3C007 
5D045 

Request for examination Not yet requested Number of 
Claims 24 OL (Total of 19 pages) 

(21) Application 
number 
(22) Date of 
application 

Japanese Patent Application 2004-7306 
(P2004-7306)  
January 14, 2004 (1.14.2004) 

(71) 
Applicant 

000002185 
Sony Corporation 
6-7-35 Kita Shinagawa, Shinagawa-ku, 
Tokyo-to 

(Japan Patent Office Note: the following is a registered 
trademark)  
1. Bluetooth

(74) Agent  100082740 
Patent attorney Keiki Tanabe 

(72) Inventor Hideki Shimomura 
c/o Sony Corporation, 6-7-35 Kita 
Shinagawa, Shinagawa-ku, Tokyo-to 

F terms 
(reference) 

2C150  CA01  DA04  DF02  DF21  EB01 
EE02  EF11  EF16   

3C007  AS36  BS27  CS08  JS03  KS03 
KS11  KS31  KS36  KS39  KX02  
MT14  WA03  WA13  WB18  WC07 
WC30  

5D045  AA07  AA08  AB11 

[54] [Title of the Invention] Speech control device and method and robot device 

[57] [Abstract] 
[Problem]  
Depending on the distance from the device or robot device to 
the conversation partner, the conversation partner may have 
difficulty hearing the speech of the device or robot device. 
[Means for Solving] 
By changing the speech style of the device or robot device 
when interacting with the user as necessary depending on the 
distance between the device or robot device and the user, the 
device or robot device can always speak in a style that is easy 
for the user to hear, allowing for smooth interaction with the 
user, thus realizing a speech control device and method, and a 
robot device that can improve entertainment value. 
[Representative Drawing]  Fig. 13
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[Scope of Patent Claims]  
[Claim 1]  

A speech control device that controls the speech of a device having a dialogue function with a user during dialogue 
between the device and the user, characterized by comprising;   

a distance detection means for detecting the distance between the device and the user who is the conversation partner; 
and  
a speech form change means for changing the speech form of the device during conversation with the user as 

necessary, according to the distance between the device and the user detected by the distance detection means.  
   

[Claim 2] 
The speech control device according to Claim 1,  
characterized in that the speech form change means  
changes the speech volume as the speech form.  

[Claim 3]  
The speech control device according to Claim 1,  
characterized in that the speech form change means  
changes the speech speed as the speech form.  

[Claim 4]  
The speech control device according to Claim 1, 
 characterized in that the speech form change means 
 changes the speech intonation as the speech form.  

[Claim 5]  
The speech control device according to Claim 1, 
 characterized in that the speech form change means  
changes the space between phrases as the speech form.  

[Claim 6]  
The speech control device according to Claim 5, characterized by comprising:  
a character string output means for outputting a character string corresponding to a content to be spoken by the 
device; 
 a speech means for generating a speech signal of synthetic voice corresponding to the character string; 
 and a speaker for outputting audio based on the audio signal,  
wherein the speech form changing means transforms the character string  
output from the character string output means 
 as a method of changing the space between the phrases.  

[Claim 7]  
The speech control device according to Claim 2, further comprising: 
 a user identification means for identifying the user who is the conversation partner; 
 a memory means for storing a reference volume for each of the users; 
 and a reference volume change means for changing the reference volume of the user stored in the memory means in 
response to a request from the user during conversation, 
 wherein the speech style change means changes the speech volume  
based on the reference volume of the user who is the conversation partner  
stored in the reference volume change means.  

[Claim 8]  
The speech control device according to Claim 2,  
wherein the speech style change means changes another speech style by a maximum amount when the changed 
speech volume exceeds a predetermined threshold value.  

[Claim 9]  
A speech control method for controlling speech of a device having a function for interacting with a user during a 

conversation between the device and the user, comprising: 
 a first step of detecting a distance between the device and the user who is a conversation partner;  
and a second step of changing the speech form of the device during a conversation with the user as necessary, 

depending on the detected distance between the device and the user.  
A speech control method comprising: 
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 [Claim 10]  
The speech control method according to Claim 9,  
characterized in that the second step  
changes the speech volume as the speech form.  

[Claim 11] 
The speech control method according to Claim 9,  
characterized in that the second step  
changes the speech speed as the speech form.  

[Claim 12]  
The speech control method according to Claim 9,  
characterized in that the second step  
changes the speech intonation as the speech form.  

[Claim 13]  
The speech control method according to Claim 9,  
characterized in that the second step  
changes the space between phrases as the speech form.  

[Claim 14]  
The speech control method according to Claim 13,  
characterized in that the second step includes  
a character string output step of outputting a character string corresponding to a content to be spoken by the device, 
 a speech generation step of generating a speech signal of synthetic voice corresponding to the character string,  
and a speech output step of outputting speech based on the speech signal,  
wherein in the speech generation step, the output character string is transformed  
as a method of changing the intonation of the speech. 

[Claim 15]  
The speech control method according to Claim 10, 
 further comprising: a storing step of storing a reference volume for each user;  
a user identifying step of identifying the user who is a conversation partner; 
 and a reference volume changing step of changing the stored reference volume of the user  
in response to a request from the user during the conversation,  
wherein in the second step, the speech volume is changed  
based on the stored reference volume of the user who is a conversation partner. 

[Claim 16]  
The speech control method according to Claim 10,  
wherein the second step changes another speech style by a maximum amount when the changed speech volume 
exceeds a predetermined threshold value.  

[Claim 17]  
A robot device having a function of interacting with a user, comprising:  
a distance detection means for detecting a distance to the user who is a conversation partner;  
and a speech form change means for changing an utterance form during a conversation with the user as necessary,  
according to the distance to the user detected by the distance detection means. 
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[Claim 18]  
The robot device according to Claim 17,  
characterized in that the speech form change means  
changes the speech volume as the speech form.  

[Claim 19]  
The robot device according to Claim 17,  
characterized in that the speech form change means  
changes the speech speed as the speech form.  

[Claim 20]  
The robot device according to Claim 17, 
 characterized in that the speech form change means 
 changes the speech intonation as the speech form.  

[Claim 21]  
The robot device according to Claim 20, characterized by comprising:  
a character string output means for outputting a character string corresponding to a content to be spoken by the 
device; 
 a speech means for generating a speech signal of synthetic voice corresponding to the character string; 
 and a speaker for outputting audio based on the audio signal,  
wherein the speech form changing means transforms the character string  
output from the character string output means 
 as a method of changing the speech intonation.  

[Claim 22]  
The robot device according to Claim 17, 
 characterized in that the speech form change means  
changes the space between phrases as the speech form.  

[Claim 23]  
The robot device according to Claim 18, further comprising: 
 a user identification means for identifying the user who is the conversation partner; 
 a memory means for storing a reference volume for each of the users; 
 and a reference volume change means for changing the reference volume of the user stored in the memory means in 
response to a request from the user during conversation, 
 wherein the speech style change means changes the speech volume  
based on the reference volume of the user who is the conversation partner  
stored in the reference volume change means.  

[Claim 24]  
The robot device according to Claim 18,  
wherein the speech style change means changes another speech style by a maximum amount when the changed 
speech volume exceeds a predetermined threshold value.  

[Detailed Description of the Present Invention] 
[Technical Field]   
[0001]  

The present invention relates to a speech control device and method, and a robot device, which is suitable for 
application to, for example, an entertainment robot.  
[Background art]  
[0002]  

In recent years, many companies and research institutions such as universities have been developing humanoid robots. 
Such humanoid robots are equipped with external sensors such as Charge Coupled Device (CCD) cameras, microphones, 
and touch sensors, and internal sensors such as battery sensors and acceleration sensors, and are designed to recognize 
the external and internal conditions based on the output of these external sensors and internal sensors, and to act 
autonomously based on the recognition results (see, for example, Non-Patent Literature 1).  
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[0003]  

In recent years, many entertainment robots have also been installed with speech recognition and interaction control 
functions to enable simple daily conversations with users.  
[Non-Patent Literature 1] Japanese Patent Application 2003-270835  

[Disclosure of the Invention]  

[Problem to be Solved by the Invention]  

[0004] 

However, conventional robots equipped with such voice recognition and dialogue control functions are constructed to 
always converse with the user at a constant speech volume set in advance, regardless of the physical distance between 
the robot and the user.  
[0005]  

For this reason, depending on the setting of the speech volume, even if it is appropriate for a user close to the robot, 
the volume may be too low for a user a little distance away from the robot to hear the speech content, or conversely, 
even if it is appropriate for a user a little distance away from the robot, the volume may be too high for a user close to 
the robot to hear the speech content.  
[0006] 

One method for solving such problems is to make it possible to freely change the speech volume of the entertainment 
robot by operating a switch. However, this method has the problem of impairing the naturalness of the interaction 
between the user and the robot, and furthermore, having to set the speech volume each time is a problem of extreme 
inconvenience for the user.  
[0007]  

Also, when the surrounding environment, such as a room with a lot of reverberation, is taken into consideration, 
simply increasing the robot's speech volume does not necessarily make it easier for users who are far from the robot to 
hear the robot's speech.  
[0008] 

Such a situation in which the content of a robot's speech is difficult for the user to hear is a factor that hinders smooth 
and natural dialogue between the user and the robot, and impairs the entertainment value of the robot having a dialogue 
control function, and some kind of solution is desired.  
[0009]  

The present invention has been made in consideration of the above points, and aims to propose a speech control 
device and method, and a robot device, that can improve the entertainment value of a robot having a dialogue control 
function.  
[Means for Solving the Problem]  

[0010]  
In order to solve such a problem, in the speech control device that controls the speech of the device during a dialogue 
between the device and a user, a speech form changing means is provided that changes the speech form of the device 
during a dialogue with the user as necessary according to the distance between the device and the user.  
[0011]  

As a result, the speech control device can always speak in a speech form that is easy for the user to hear, and can have 
a smooth dialogue with the user.  
[0012]  

Also, in the present invention, in the speech control method that controls the speech of the device during a dialogue 
between the device and a user, the speech form of the device during a dialogue with the user is changed as necessary 
according to the distance between the device and the user. 
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[0013]  
As a result, according to this speech control method, the robot device can always speak in a speech form that is easy 

for the user to hear, and therefore a smooth dialogue with the user can be carried out.  
[0014]  

Furthermore, in the present invention, the robot device is provided with a speech form changing means for changing 
the speech form when interacting with the user as necessary, depending on the distance to the user.  
[0015]  

As a result, the robot device can always speak in a speech form that is easy for the user to hear, and can thus have a 
smooth dialogue with the user. 

[Effect of the Invention]  

[0016]  

According to the present invention, in a speech control device and method for controlling the speech of a device 
during a dialogue between the device and a user, the speech form of the device during dialogue with the user is changed 
as necessary according to the distance between the device and the user, so that the device can always speak in a speech 
form that is easy for the user to hear, allowing for smooth dialogue with the user, and thus improving entertainment 
value.  
[0017]  

In addition, according to the present invention, a robot device is provided with a speech style change means for 
changing the speech style when interacting with a user as necessary depending on the distance to the user, so that the 
robot device can always speak in a style that is easy for the user to hear, allowing for smooth interaction with the user 
and thus realizing a robot device that can improve entertainment value.  
[Best Embodiments of the Invention]  

[0018]  

One embodiment of the present invention will be described in detail below with reference to the drawings.  

[0019]  

(1) Constitution of the robot according to this embodiment  

(1-1) Hardware constitution of robot 1  

In FIG. 1, 1 indicates the robot according to this embodiment as a whole, which is configured by attaching a head unit 
4 to the upper part of a body unit 2 via a neck joint 3, attaching arm units 5A and 5B to the upper left and right parts of 
the body unit 2 via shoulder joints 4A and 4B, respectively, and attaching a pair of leg units 7A and 7B to the lower part 
of the body unit 2 via hip joints 6A and 6B, respectively.  
[0020]  

FIG. 2 schematically illustrates a functional constitution of this robot 1. As shown in FIG. 2, the robot 1 is configured 
with a control unit 10 for controlling overall operation and other data processing, an input/output unit 11, a drive unit 12, 
and a power supply unit 13.  

[0021]  

The input/output unit 11 includes, as input units, a pair of CCD (Charge Coupled Device) cameras 20 corresponding 
to the robot 1's eyes, a pair of microphones 21 corresponding to the ears, touch sensors 22 arranged on the head, hands, 
soles of the feet, etc., to detect physical actions from the user, contact between the hands and external objects, and the 
soles of the feet touching the ground, as well as various other sensors corresponding to the five senses.  
[0022]  

The input/output unit 11 is also equipped with a speaker 23 equivalent to the mouth of the robot 1, and LEDs (eye 
lamps) 24 that form facial expressions by combining flashing lights or timing the lights on and off, as output units. 
These output units can express user feedback from the robot 1 in forms other than mechanical motion patterns using legs, 
such as voice and flashing lights. 
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[0023]  
The drive unit 12 is a functional block that realizes the body movement of the robot 1 according to a predetermined 

motion pattern commanded by the control unit 10, and is the object to be controlled by behavior control. The drive unit 
12 is a functional module for realizing the degree of freedom at each joint of the robot 1, and is composed of multiple 
drive units 25 1 to 25 n provided for each axis, such as roll, pitch, and yaw, at each joint. Each drive unit 25 1 to 25 n 

consists of a combination  of motors 26 1 to 26 n performing rotational motion around a given axis, encoders 27 1 to 27 n 

detecting rotational positions of motors 26 1 to 26 n, and drivers 28 1 to 28 n that adaptively control rotational positions 
and rotational speeds of motors 26 1 to 26 n based on the  output of encoders 27 1 to 27 n.  
[0024] 

The power supply unit 13 is literally a functional module that supplies power to each electric circuit in the robot 1. 
The robot 1 according to this embodiment is an autonomous type that uses a battery, and the power supply unit 13 is 
composed of a charging battery 29 and a charge/discharge control unit 31 that manages the charge/discharge state of the 
rechargeable battery 30.  
[0025]  

The charging battery 29 is composed, for example, in the form of a "battery pack" in which multiple lithium-ion 
secondary battery cells are packaged in a cartridge format.  
[0026]  

In addition, the charge/discharge control unit 30 also measures the terminal voltage, charge/discharge current, and 
ambient temperature of the battery 29 to grasp the remaining capacity of the battery 29 and determine the start and end 
times of charging. The start and end time of the charge determined by the charge/discharge control unit 30 is notified to 
the control unit 10 and becomes a trigger for the robot 1 to start and end the charge operation.  
[0027]  

The control unit 10 corresponds to the “brain” of the robot 1 and is mounted, for example, in the head unit 4 or the 
body unit 2. As shown in FIG. 3, the control unit 10 is configured with a CPU (Central Processing Unit) 31 as the main 
controller, which is connected to memory, other circuit components, and peripheral devices via a bus. Bus 37 is a 
common signal transmission path including a data bus, an address bus, a control bus, and the like. Bus 37 is a common 
signal transmission path including a data bus, an address bus, a control bus, and the like. CPU 31 is assigned a unique 
address (memory address or I/O address) to each device on the bus 37.  
[0028]  

RAM (Read Access Memory) 32 is a writable memory composed of volatile memory such as DRAM (Dynamic 
RAM), and is used to load program code executed by the CPU 31 and to temporarily store work data by the executed 
program.  
[0029]  

Read Only Memory (ROM) 33 is a read-only memory that permanently stores programs and data. The program code 
stored in the ROM 33 includes a self-diagnostic test program that is executed when the robot 1 is powered on, and a 
control program that specifies the operation of the robot 1.  
[0030]  

The control program for the robot 1 includes a "sensor input/recognition processing program" that processes input 
from various sensors such as the CCD camera 20 and microphone 21 and recognizes them as symbols, a "behavior 
control program" that controls the behavior of the robot 1 based on the sensor input and a predetermined behavior 
control model while managing memory operations such as short-term memory, and a "drive control program" that 
controls the drive of each joint motor and the voice output of the speaker 22 according to the behavior control model.  
[0031]  

The non-volatile memory 34 is composed of a memory element that can be electrically erased and rewritten, such as 
an EEPROM (Electrically Erasable and Programmable ROM), and is used to store data that needs to be updated in a 
non-volatile manner. Examples of data that needs to be updated include secret keys, other security information, and 
device control programs that need to be installed after shipment.  
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[0032] 

Interface 35 is an apparatus for interconnecting with equipment outside the control unit 10 and enabling data 
exchange. The interface 35, for example, inputs and outputs data between the CCD camera 20, microphone 21, and 
speaker 22 in the input/output unit 11. The interface 35 also inputs and outputs data and commands between the drivers 
28 1 to 28 n in the drive unit 12. 

[0033] 

Also, the interface 35 may be provided with a general-purpose interface for connecting peripheral devices of a 
computer, such as a serial interface such as RS (Recommended Standard)-232C, a parallel interface such as IEEE 
(Institute of Electrical and Electronics Engineers) 1284, a USB (Universal Serial Bus) interface, an i-Link (IEEE 1394) 
interface, a SCSI (Small Computer System Interface) interface, a memory card interface (card slot) that accepts a PC 
card or a memory stick, etc., so that programs and data can be transferred between the computer and a locally connected 
external device. In addition, as another example of the interface 35, an infrared communication (IrDA) interface may be 
provided to perform wireless communication with external devices.  

[0034] 

Furthermore, the control unit 10 includes a wireless communication interface 36 and a network interface card (NIC) 
38, and can communicate data with various external host computers via short-distance wireless data communication 
such as Bluetooth, a wireless network such as IEEE802. 11b, or a high-bandwidth network such as the Internet.  
[0035]  

By using such data communication between the robot 1 and the host computer, it is possible to use remote computer 
resources to calculate the complex motion control of the robot 1 and to remotely control it.  

[0036] 

(1-2) Software constitution of robot 1 

FIG. 4 schematically illustrates a functional constitution of a behavior control system 40 of a robot 1 configured by a 
group of control programs stored in a ROM.  
[0037]  

This behavior control system 40 is implemented incorporating object-oriented programming. In this case, each 
software is handled in a module called an "object" that integrates the data with the processing procedures for the data. In 
addition, each object can pass and invoke data by means of an object-to-object communication method using message 
communication and shared memory.  

[0038] 

Here, the behavior control system 40 includes an image recognition unit 41, a speech recognition unit 42, and a 
contact recognition unit 43 for recognizing an external environment based on sensor output from various sensors such 
as a CCD camera 20 (FIG. 2), a microphone 21 (FIG. 2), and a touch sensor 22 (FIG. 2).  

[0039] 

The image recognition unit 41 performs image recognition processing and feature extraction, such as facial 
recognition and color recognition, based on the image signal S1 provided by the CCD camera 20. The image recognition 
unit 41 then sends out to the short-term memory unit 44 the various image recognition results, such as facial recognition 
information such as the person’s unique facial ID (identifier), the position and size of the facial image region, and the 
color recognition information such as the position, size, and feature of the color region such as the color recognition 
result, and the image signal S1. The image recognition unit 41 also detects the distance to the imaging object by means 
of a so-called stereo visual method based on the image signal S1 from the CCD camera camera 20, and sends the 
detection results to the short-term memory unit 44.  
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[0040] 

The speech recognition unit 42 performs various sound-related recognition processes such as speech recognition, 

speaker recognition, and sound source direction recognition based on the speech signal S2 provided by the microphone 

21. The speech recognition unit 42 then sends various speech recognition results, such as character string information of

the recognized words, which is the speech recognition result, speaker ID information unique to the speaker, which is the 

speaker recognition processing result based on acoustic features, etc., and sound source direction information, which is 

the sound source direction recognition result, to the short-term memory unit 44. In addition, the speech recognition unit 

42, along with these various speech recognition results, sends these speech signals S2 to the short-term memory unit 44. 

[0041] 

Furthermore, the contact recognition unit 43 recognizes physical contact with the outside, such as "being stroked," 

"being hit," "grasping an object," and "the sole of the foot touching the ground," based on the pressure detection signal S3 

provided by the touch sensors 22 arranged on the upper part of the head unit 4 (FIG. 1), the hands that are the tips of the 

arm units 5A and 5B (FIG. 1), and the soles that are the bottoms of the leg units 7A and 7B (FIG. 1), and sends these 

contact recognition results to the short-term memory unit 44. The contact recognition unit 44 also sends a pressure 

detection signal S3 from each touch sensor 22 to the short-term memory unit 44 in conjunction with these contact 

recognition results.  

[0042]  

The short-term memory unit 44 is an object that holds information about the external environment of the robot 1 for a 

relatively short period of time, and receives and stores for a short period of time various image recognition results and 

image signals S1 provided by the image recognition unit 41, various speech recognition results and speech signals S2 

provided by the speech recognition unit 42, and various contact recognition results and pressure detection signals S3 

provided by the contact recognition unit 43.  

[0043]  

In addition, the short-term memory unit 44 uses the image recognition results received, the speech recognition results 

and the contact recognition result, and the image signal S1, the speech signal S2, and each pressure detection signal S3 to 

coordinate the facial image area, person ID, speaker ID, and character string information, etc., to generate target 

information and event information about where the person is currently, what person the words are, and what kind of 

interaction has been made with that person, and sends this information to the behavior selection control unit 45.  

[0044] 

Based on the target information and event information provided by the short-term memory unit 44 and the contents 

stored in the short-term memory unit 44, the behavior selection control unit 45 determines the next behavior of the robot 

1 from among a plurality of previously prepared behaviors, such as a behavior selected depending on the current situation 

and previous behavior of the robot 1 (situation-dependent behavior), a reflexive behavior in response to an external 

stimulus (reflexive behavior), or an action based on a relatively long-term action plan in response to a given situation or a 

command from the user (deliberative behavior). The behavior selection control unit 45 then notifies the output 

management unit 46 of the behavior determined in this way.  

[0045] 

In response to the notification from the behavior selection control unit 45, the output management unit 46 performs 

arbitration processing when multiple behaviors such as situation-dependent behaviors and reflex behaviors compete, and 

processing to synchronize the movement, speech, and blinking of the LED 24, while driving the motors 26 1 to 26 n of the 

corresponding drive units 25 1 to 25 n and driving the LED 24 to blink in a predetermined pattern.  

[0046] 

In addition, if the behavior selection control unit 45 decides to interact with the user as the next action, the speech 

recognition results of the speech of the user stored sequentially in the short-term memory unit 44 are continuously 

monitored by the speech recognition unit 42 after this, and the content to be spoken by the robot 1 is sequentially 

determined based on the speech recognition results. Then, the behavior selection control unit 45 reads the necessary 

character string from the speech string database 47 stored in advance in the ROM 33 (Fig. 3) based on this determination 

result, and sends it to the output management unit 46. 
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[0047] 
At this time, the output management unit 46 sends the character string provided by the behavior selection control unit 

45 to the speech synthesis unit 48, while the speech synthesis unit 48 generates a speech signal S4 of synthetic speech 
based on the supplied character string and sends it to the speaker 23 (FIG. 2). As a result, a speech based on this speech 
signal S4 is output from the speaker 23.  
[0048]  

In this way, the robot 1 can act autonomously based on external conditions, etc. recognized based on sensor output of 
various sensors such as CCD camera 20, microphone 21, and touch sensor 23. 

[0049] 

(2) Speech control function in robot 1 

Next, the speech control function installed in this robot 1 will be described. 

[0050] 

The robot 1 is equipped with a speech control function that controls speech forms such as speech volume, speech 
speed, intonation, and intervals between phrases according to the physical distance to the conversation partner. In 
addition, the robot 1 is equipped with a speech control function that changes the speech volume to be used as a standard 
(hereinafter referred to as the reference volume) for each user in response to a request from the user, taking into 
consideration the large individual differences in the sense of speech forms, especially speech volume. 

[0051] 

In practice, in the case of the robot 1, as a means for performing speech control that changes the reference volume for 
each user, the behavior control system 40 is provided with a reference volume memory unit 49 for storing and holding 
the reference volume for each user. Incidentally, this reference volume memory unit 49 is configured from the non-
volatile memory 34 (FIG. 3).  
[0052]  

Then, each time the short-term memory unit 44 detects a new user based on the image recognition result of the image 
recognition processing unit 41, the behavior selection control unit 45 associates the person ID of the user with the 
reference volume for that user (the initial setting value is "3") as shown in FIG. 5, and stores the person ID and the 
reference volume in the reference volume memory unit 49. Meanwhile, during subsequent conversations with the user, 
the reference volume for the user stored and held in the reference volume memory unit 49 is changed as necessary 
according to the reference volume change processing procedure RT1 shown in FIG. 6.  
[0053]  

That is, when the behavior selection control unit 45 starts a dialogue with the user, it starts this reference volume 
change processing procedure RT1 in step SP0, and in the following step SP1, it waits for a word that requests to increase 
the volume of the robot's speech, such as "speak a little louder" or "I can't hear you," or a word that requests to decrease 
the volume of the robot's speech, such as "speak a little quieter" or "it's too noisy."  
[0054] 

Then, when the behavior selection control unit 45 recognizes that a word that requests to increase or decrease the 
volume of the robot's speech has been uttered by the user based on the speech recognition result of the speech 
recognition unit 42 stored and held in the short-term memory unit 44, it proceeds to step SP2, and judges whether or not 
the word has been specified as coming from the current conversation partner, based on the target information and event 
information given from the short-term memory unit 44.  
[0055]  

If the behavior selection control unit 45 obtains a negative result in step SP2, it returns to step SP1. If the behavior 
selection control unit 45 obtains a positive result, it proceeds to step SP3, where it increases the reference volume of the 
user stored in the reference volume memory unit 49 by a specified value (e.g., "1") if the words uttered by the user are 
words that request an increase in the speech volume, and decreases the reference volume by the specified value if the 
words uttered by the user are words that request a decrease in the speech volume. It should be noted that the volume 
value represents the volume level of the speech volume of the robot 1, and the larger the value is, the higher the 
predetermined volume level is associated with each other.  
[0056]  
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The behavior selection control unit 45 then returns to step SP1 and repeats the same process for step SP1 through step 
SP3. In this way, the behavior selection control unit 45 changes the reference volume for each user in response to a 
request from the user to change the speech volume.  
[0057]  

On the other hand, in this robot 1, as a method for changing the interval between phrases so that the division of 
meaning can be clearly understood according to the physical distance to the conversation partner, speech control is 
performed to insert "ne" after each phrase as necessary, and as a means for this, the speech character string 
transformation unit 51 is provided in the behavior control system 45.  
[0058]  

In this case, the speech character string transformation unit 51 stores and holds in the ROM 33 (Fig. 3) a character  
string transformation determination table 50 that specifies whether or not to transform the character string to insert "ne" 
after each phrase according to the distance to the conversation partner, as shown in FIG. 7.  
[0059]  

The behavior selection control unit 45 reads out character strings corresponding to the contents (words) to be spoken 
by the robot 1 when conversing with the user from the speech string database 47, and sequentially sends these as 
character string information to the speech character string transformation unit 51. At the same time, the behavior 
selection control unit 45 sends to the speech character string transformation unit 51 distance information indicating the 
distance to the conversation partner detected by the image recognition unit 41 and stored and held in the short-term 
memory unit 44.  
[0060]  

When the speech character string transformation unit transformation unit 51 is given character string and distance 
information from the behavior selection control unit 45, it judges whether or not to transform the character string based 
on the character string information according to the character string transformation processing procedure RT2 shown in 
FIG. 8 based on the distance information and the character string transformation determination table 50, and transforms 
the character string if necessary.  
[0061]  

That is, when the speech character string transformation unit 49 is given character string information and distance 
information from the behavior selection control unit 45, it starts this character string transformation processing 
procedure RT2 in step SP10, and in the following step SP11, it judges whether or not to transform the character string 
based on this character string information based on the distance to the conversation partner recognized based on the 
distance information from the action selection control unit 45 and the character string transformation determination table 
50 (FIG. 7).  
[0062]  

Specifically, the speech character string transformation unit 49 judges that the character string should not be 
transformed if the distance to the conversation partner recognized by the image recognition unit 41 is less than 350 [cm] 
according to the character string transformation determination table 50, and judges that the character string should be 
transformed if the distance to the conversation partner is 350 [cm] or more.  
[0063] 

If the speech character string transformation unit 49 obtains a negative result in step SP11 as the judgment result, it 
proceeds to step SP14 without performing transformation processing on the character string, and ends the character 
string transformation processing procedure RT2. After that, it sends the character string information of the character 
string as it is to the speech synthesis unit 48 via the behavior selection control unit 45 and the output management unit 
46 in sequence.  
[0064]  

On the other hand, if the speech character string transformation unit 49 obtains a positive result in step SP11, it 
proceeds to step SP12, where it performs a morphological analysis process on the character string to detect each clause-
final auxiliary verb contained in the character string.  
[0065]  

The speech character string transformation unit 49 then proceeds to step SP13, where it sequentially adds the 
character "ne" to the end of each clause-final auxiliary verb detected in step SP12. Therefore, when the speech character 
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string transformation unit 49 is given the character string "Today's weather in Tokyo is sunny" from the behavior 
selection control unit 45, it will generate a character string such as "Today's, Tokyo's, the weather is, sunny" by adding 
the character "ne" to the end of each clause-final auxiliary verb, "Today's," "Tokyo's," and "The weather is."  
[0066]  

The speech character string transformation unit 49 then proceeds to step SP14 to end the character string 
transformation processing procedure RT2, and sends character string information representing the thus obtained new 
transformed character string to the speech synthesis unit 48 via the behavior selection control unit 45 and the output 
management unit 46 in sequence.  
[0067] 

At this time, the speech synthesis unit 48 stores in the ROM 33 (Fig. 3) a volume change amount specification table 
52 that specifies the amount of change in the speech volume of the robot 1 with respect to the distance to the 
conversation partner, as shown in Fig. 9, a speed change amount specification table 53 that specifies the amount of 
change in the speech speed of the robot 1 with respect to the distance, as shown in Fig. 10, a pause length change 
amount specification table 54 that specifies the amount of change in the interval between phrases (pause length) with 
respect to the distance, as shown in Fig. 11, and a phrase-end emphasis determination table 55 that specifies whether or 
not to change the intonation of the speech to emphasize the end of a phrase with respect to the distance, as shown in Fig. 
12. The speech synthesis unit 48 is also provided with the person ID of the conversation partner at that time as person ID 
information from the short-term memory unit 44, and the distance to the conversation partner is sequentially provided as 
distance information.  
[0068] 

Then, when the Speech synthesis unit synthesis unit 48 is provided with character string information of the content to 
be spoken by the robot 1 via the output management unit 46, the voice synthesis unit 48 changes the voice volume and 
speech speed of the robot 1 as necessary according to the speech change processing procedure RT3 shown in FIG. 13 
based on the person ID information and distance information provided by the short-term memory unit 44, each table 52 
to 55 stored in the ROM 33, and the reference voice volume of the user stored and held in the reference volume memory 
unit 49.  
[0069]  

That is, when the speech synthesis unit 48 is given such character string information, it starts this character string 
transformation processing procedure RT3 in step SP20. In the following step SP21, based on the person ID information 
given from the short-term memory unit 44, it reads out the reference volume of the corresponding conversation partner 
from the reference volume memory unit 49. Then, it proceeds to step SP22, and based on the distance to the 
conversation partner recognized from the distance information, it refers to the volume change amount specification table 
52 (FIG. 9) and changes the parameter value of the volume parameter defining the speech volume of the robot 1 as 
necessary.  
[0070]  

Specifically, when the distance to the conversation partner given as distance information is, for example, less than 50 
cm, the speech synthesis unit 48 determines the reference volume read from the reference volume memory unit 49 as the 
current speech volume, and when the distance to the conversation partner is in the range of 50 to 80 cm, determines a 
volume that is a predetermined specified value (for example, "1") higher than the reference volume as the current speech 
volume, and similarly thereafter, when the distance to the user is 80 to 150 cm, 150 to 250 cm, or 250 cm or more, 
determines a volume that is "2", "3", or "5" higher than the reference volume as the current speech volume. The speech 
synthesis unit 48 then changes the parameter values of the volume parameters as necessary according to the result of this 
determination.  

[0071]  

Next, the speech synthesis unit 48 proceeds to step SP23 to determine whether the volume determined as described 
above in step SP22 exceeds a predetermined threshold.  
[0072]  

That is, there is a certain limit to the speech volume of the robot 1, so for example, if the reference volume is already 
set to a limit value or a value close to this, it may not be possible even if the speech volume should be determined to be a 
larger volume in accordance with the distance with the user when determining the volume in step SP22. In such cases, 
the content of the utterance of robot 1 may be difficult to hear for such users. 
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[0073]  
The speech synthesis unit 48, therefore, performs normal change processing for other speech forms, such as speech 

speed other than speech volume, in step SP24 to step SP26, if a positive result is obtained in step SP23, and in step SP27 
to step SP29, if a negative result is obtained in step SP23, special change processing is performed for such other speech 
forms.  
[0074]  

In effect, upon obtaining a positive result in step SP23, the speech synthesis unit 48 proceeds to step SP24 and 
changes the parameter value of the speed parameter defining the speech speed of the robot 1 as necessary, referring to 
the speed change amount specification table 53 (FIG. 10) stored in ROM 33, based on the distance to the conversation 
partner recognized by the distance information provided by the short-term memory unit 44.  
[0075]  

Specifically, the speech synthesis unit 48 determines a predetermined default value as the speed at the time of speech 
when the distance to the conversation partner is less than 200 [cm] as distance information, and determines a speed 20 
[%] slower than the default value when the distance to the conversation partner is in the range of 200 to 350 [cm], and a 
speed 50 [%] slower than the default value when the distance to the conversation partner is 350 [cm] or more. The 
speech synthesis unit 48 then changes the parameter value of the speed parameter as necessary according to the result of 
this determination. 

[0076]  

Next, the speech synthesis unit 48 proceeds to step SP25 and, based on the distance from the short-term memory unit 
44 to the conversation partner recognized by the distance information, refers to the pause length change amount 
specification table 54 (FIG. 11) stored in ROM 33 to change the pause length parameter, which defines the length (pause 
length) between sentences when uttering the character string, as necessary.  
[0077]  

Specifically, the speech synthesis unit 48 determines a value set as the initial set value of the pause length in advance 
as the pause length when the distance to the conversation partner provided as distance information is less than 100 [cm], 
and determines a pause length when the distance to the conversation partner is in the range of 100 to 350 [cm], 30 [%] 
longer than the default value, and 60 [%] longer than the default value when the distance to the conversation partner is 
350 [cm] or more. The speech synthesis unit 48 then changes the parameter values of the pause length parameters as 
necessary according to the result of this determination.  
[0078]  

The speech synthesis unit 48 then proceeds to step SP26 and, based on the distance from the short-term memory unit 
44 to the conversation partner recognized by the distance information, refers to the phrase-end emphasis determination 
table 55 (FIG. 12) stored in ROM 33 to change the parameter value of the corresponding parameter, the phrase-end 
emphasis parameter, as necessary, so that it becomes an intonation that emphasizes each end of sentence when uttering 
the content of the character string.  
[0079] 

Specifically, the speech synthesis unit 48 decides not to change the end of each sentence when speaking the character 
string as audio if the distance to the conversation partner provided as distance information is less than 200 [cm], and 
decides not to change the end of each sentence if the distance to the conversation partner is 200 [cm] or more. The 
speech synthesis unit 48 then changes the parameter values of the phrase-end emphasis parameters as necessary 
according to the result of this determination.  
[0080]  

In contrast, the speech synthesis unit 48, upon obtaining a negative result in step SP23, proceeds to step SP27, and 
determines the speech speed of the robot 1 at all times, regardless of the distance to the conversation partner recognized 
by the distance information provided by the short-term memory unit 44, to the speech speed specified for the maximum 
distance in the speed change amount specification module 53 (FIG. 10). Thus, in this embodiment, the speed of speech 
is determined as the speed of speech at which it is 50 [%] slower than the default value. The speech synthesis unit 48 
then changes the parameter value of the speed parameter as necessary according to the result of this determination. 
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[0081]  

Next, the speech synthesis unit 48 proceeds to step SP28, where it determines the pause length of the robot 1 when it 
speaks to be the speech speed that is always specified for the maximum distance in the pause length change amount 
specification table 54 (FIG. 11). Thus, in this embodiment, a pause length that is 60% longer than the initial setting is 
determined as the speech speed at that time. The speech synthesis unit 48 then changes the parameter values of the pause 
length parameters as necessary according to the result of this determination.  

[0082]  

Next, the speech synthesis unit 48 proceeds to step SP29, where it determines the phrase-end emphasis judgment 
parameter when speaking the contents of the character string to be always the state specified for the maximum distance 
in the phrase-end emphasis determination table 55 (FIG. 12). Thus, in this embodiment, it is always determined that the 
end of each phrase should be emphasized. The speech synthesis unit 48 then changes the parameter value of the phrase-
end emphasis parameter according to the result of this determination, as necessary, so as to emphasize the end of the 
phrase.  
[0083]  

After the speech synthesis unit 48 has finished setting various parameters such as the volume parameter and the speed 
parameter in this way, it proceeds to step SP30, generates a speech waveform according to the character string based on 
the given character string information, and transforms this speech waveform according to the volume parameter, speed 
parameter, pause length parameter, and phrase-end emphasis parameter set as described above, and sends the speech 
signal S4 of the speech waveform thus obtained to the speaker 23.  
[0084]  

In this way, in this robot 1, while controlling the speech type such as speech volume, speech speed, intonation, and 
the time between speech, depending on the physical distance to the conversation partner, it is possible to always make 
easy speech to the conversation partner by controlling the speech volume for each user.  
[0085] 

(3) Operation and effect of the present embodiment  

In the above constitution, the robot 1 speaks louder, more slowly, and with larger gaps between phrases the farther 
away the user/conversation partner is, while depending on the distance to the user, it speaks with an intonation that 
emphasizes the end of a phrase and inserts the word "ne" after each phrase.  
[0086]  

Therefore, the robot 1 can of course always speak at a volume that is easy for the user/conversation partner to hear, 
regardless of the distance to the user, and even if the conversation takes place in a room with a lot of reverberation, the 
robot can always speak at a volume that is easy for the user to hear. As a result, the robot can converse with the user 
smoothly and at a natural volume. 

[0087]  

In this case, the robot 1 changes the reference volume of the speech sound for each user in response to the user's 
request, so that the robot can converse with each user at an appropriate volume according to the hearing characteristics 
of the user/conversation partner, thereby enabling smoother conversation with the user without causing discomfort to the 
user.  
[0088]  

According to the above constitution, by controlling the speech volume, speech speed, intonation, and speech form 
such as between speeches according to the physical distance to the conversation partner, the speech form can always be 
spoken in a speech form that is easy for the user to hear. This makes it possible to realize a robot that can smoothly 
communicate with the user, thus improving entertainment value.  
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[0089]  

(4) Other embodiments  

It should be noted that, in the above embodiment, the present invention has been described as being applied to a 
humanoid robot 1; however, the present invention is not limited to this, and can be widely applied to various types of 
robot devices and various types of devices other than robot devices that have interactive functions.  
[0090]  

In the above-described embodiment, we also discussed cases where the speech volume, speech speaker, intonation, 
and speech time are changed depending on the distance to the conversation partner, but the present invention is not 
limited to this, but only some of these speech forms may be changed, or other speech forms may be changed in addition 
to these speech forms.  
[0091]  

In this case, in the above embodiment, the robot 1 changes the intonation so as to speak with an intonation that 
emphasizes the end of each phrase. However, the present invention is not limited to this, and the intonation may be 
changed so as to emphasize, for example, a particle other than the end of a phrase.  
[0092]  

Furthermore, in the above-described embodiment, it is stated that the speech volume, speech speed, intonation, and 
speech time are gradually changed according to the distance to the conversation partner, but the present invention is not 
limited to this, and it is also acceptable to continuously change these by operation using a function formula, etc., 
according to the distance to the conversation partner. In this case, for example, for changes in intonation (emphasis at 
the end of each phrase), it is necessary to continuously change the degree of emphasis at the end of each sentence 
according to the distance to the conversation partner. In addition, regarding the pause during conversation caused by 
inserting "ne" after each phrase end, instead of inserting it after every phrase end, the number of phrase ends into which 
"ne" is inserted may be changed in stages according to the distance to the conversation partner. It goes without saying 
that words other than "ne" can be used as words to be inserted after each phrase end to create a gap between phrases.  
[0093]  

Furthermore, in the above embodiment, the distance detection means for detecting the distance to the conversation 
partner user is configured by a pair of CCD cameras 20 and a short-term memory unit 44 that detects the distance by a 
stereo vision method based on the output of the cameras, but the present invention is not limited to this, and other means 
such as a distance sensor can be widely applied.  
[0094]  

Furthermore, in the above embodiment, the function of the speech form changing means for changing the speech 
form of the robot 1 when interacting with a user as necessary according to the distance to the user/conversation partner is 
distributed to the speech character string transformation unit 51 and the speech synthesis unit 48, but the present 
invention is not limited to this, and all such functions may be installed in the speech synthesis unit 48.  
[0095] 

Furthermore, in the above embodiment, the function of the user identification means for identifying the conversation 
partner user is provided in the short-term memory unit 44, but the present invention is not limited to this, and such 
function may be provided in the behavior selection control unit 45.  
[Industrial Applicability]   

[0096]  

The present invention can be broadly applied to entertainment robots as well as other robotic devices and other 
devices other than robotic devices for other applications having interactive functions.  
[Brief Description of the Drawings]  

[0097]  

[Figure 1] A perspective view showing the external appearance constitution of the robot according to the present 
embodiment. 

-35-



(16) JP 2005-202076 A 2005.7.28 
 

 

 

[Figure 2] A block diagram showing the internal constitution of the robot according to the present embodiment.  

[Figure 3] A block diagram showing the constitution of the control unit.  

[Figure 4] A block diagram showing a specific constitution of a robot's behavior control system in accordance with the 
present embodiment.  
[Figure 5] A conceptual diagram that provides an explanation of the reference volume for each user stored in the 
reference volume memory section.  
[Figure 6] A flowchart showing the procedure for changing the reference volume.  

[Figure 7] A conceptual diagram showing a string deformation judgment table.  

[Figure 8] A flowchart showing the string deformation processing procedure.  

[Figure 9] A conceptual diagram showing the volume change amount table. 

[Figure 10] A conceptual diagram showing the speed change amount table.  

[Figure 11] A conceptual diagram showing a pause length change amount table.  

[Figure 12] A conceptual diagram showing the phrase-end emphasis determination table.  

[Figure 13] A flowchart showing the utterance change processing procedure.  

[Explanation of References]  

[0098]  

1...Robot, 40...Behavior control system, 41...Image recognition unit, 42...Speech recognition unit, 44...Short-term 
memory unit, 45...Behavior selection control unit, 47...Speech string database, 48...Speech synthesis unit, 49...Reference 
volume memory unit, 50...Character string transformation determination table, 51...Speech character string 
transformation unit, 52...Volume change table, 53...Speed change table, 54...Pause length change table, 55...Phrase-end 
emphasis determination table, S1...Image signal, S2, S4...Speech signal, RT1...Reference volume change processing 
method, RT2...Character string transformation processing procedure, RT3...Speech change processing procedure.  
[FIG. 2]  [FIG. 3]  
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[FIG. 4]  [FIG. 5]  
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FIG. 7 Character  string transformation determination table 

  

Image 
Recognition 

 

Voice  
Recognition 

 

Contact  
Recognition 

 

Short term  
Memory unit 

Speech 
character string 
transformation 

unit 

Speech string 
database 

Behavior 
selection 

control unit 

Reference 
volume memory 

unit 
Output 

t 

Voice  
Synthesis unit 

LED Driving 
t  

To speaker 

FIG. 4 Constitution of a behavior control system in a robot in 
accordance with the present embodiment 

RT1 Start SP0 

SP1 

SP2 

SP3 

NO 

NO 

YES 

Volume change? 

Identify the person 
you are talking to? 

User  
Change Reference 

Volume 

FIG. 6 Reference volume change processing 
procedure 

YES 

-37-



(18) JP 2005-202076 A 2005.7.28 
 

 

[FIG. 8]  [FIG. 9]   
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[FIG. 1]   
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FIG. 1 Hardware constitution of the robot according to this 
embodiment (1) 
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